
は
じ
め
に

　

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環
で
本
年
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
四
月
一
日
付
で
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
運
営

主
体
が
市
区
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
る
と
い
う
制
度
発
足
以
来
八
〇
年
目
の
大
改
革
の
時
宜
の
も
と
、
国
民
健
康
保
険
制
度

の
源
流
と
い
わ
れ
る
九
州
筑
前
宗
像
の
「
定
礼
（
常
礼
と
も
。
以
後
、
定
礼
）
地
区
」
と
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
異
概
念
の
「
こ
も

り
（
籠
も
り
）、
以
後
「
こ
も
り
」」
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
定
礼
の
な
か
っ
た
地
区
に
は
こ
も
り
の
記
録
が
な
い
と
い
う
事
象
、
す
な

わ
ち
、「
こ
も
り
が
連
帯
感
を
高
め
、
定
礼
が
連
帯
感
の
賜
物
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
」
必
然
の
一
致

な
の
か
と
の
提
題
（
医
師
・
井
上
隆
三
郎
、
一
九
七
九（
１
））

を
う
け
て
、「
定
礼
」
と
「
こ
も
り
」
と
の
関
係
を
考
え
る
端
緒
を
得
る
た

め
に
取
り
上
げ
た
舎
利
蔵
村
の
事
例
の
覚
書
の
作
成
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
取
り
扱
う
対
象
「
定
礼
地
区
」
舎
利
蔵
村
は
、
戦
前
「
内
務
省
が
福
岡
県
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
調
査
記
録
（
昭
和

十
年
頃
）」
に
お
い
て
、「
福
岡
県
宗
像
郡
上
西
郷
村
舎
利
蔵
地
区
（
福
間
町
、
現　

福
津
市
）
の
定
礼
が
、
当
時
よ
り
約
百
年
前
（
天

保
年
間
、
一
八
三
五
年
ご
ろ
）
に
始
ま
り
、
最
も
古
い（
２
）」

と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
舎
利
蔵
村
（
舎
利
蔵
地
区
）
を
取
扱
う
。

　

本
稿
着
手
の
前
提
と
し
て
、

国
保
の
源
流
の
筑
前
宗
像
の「
定
礼
」と「
こ
も
り
」と
の
地
域
的
一
致
考

　
　

 

小　

山　

一　

乘

二
九



（
１ 

）
国
民
健
康
保
険
制
度
創
設
（
戦
前
の
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
七
月
一
日
）
か
ら
、
直
近
の
改
正
の
一
九
五
八
（
昭
和

三
十
三
）
年
を
経
て
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
た
（
詳
細
は
割
愛
）。

（
２ 
）
次
に
先
駆
的
研
究
で
あ
る
井
上
隆
三
郎
『
健
保
の
源
流
―
筑
前
宗
像
の
定
礼
』
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、「
定
礼
地
区
」
と
称
さ
れ

る
地
域
を
、
旧
唐
津
街
道
を
中
心
に
歴
史
地
理
的
に
概
観
し
た
（
詳
細
は
割
愛
）。

（
３ 

）「
本
木
村
の
庄
屋　

治
助
」
等
四
名
の
庄
屋
達
す
な
わ
ち
同
じ
産
土
神
を
奉
ず
る
産う

ぶ

子こ

た
ち
が
、
産う

ぶ

子ご

は
将
来
の
社
会
の
労
働
的

財
産
と
い
う
発
想
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、貧
窮
産う

ぶ

子ご

救
済
策
・
捨
子
未
然
防
止
経
済
策
を
、地
域
（
い
わ
ば
市
区
町
村
）
か
ら
藩
政
（
い

わ
ば
都
道
府
県
）へ
提
言
し
た
企
画
案
の
流
れ
の
構
造
を
、二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年
の
改
革
構
造
と
す
り
合
わ
せ
て
俯
瞰
す
る
と
、

政
策
改
革
の
基
本
軸
の
一
つ
を
或
る
意
味
で
上
へ
投
げ
か
け
て
移
管
す
る
と
い
う
今
昔
の
構
想
の
智
慧
が
酷
似
し
て
い
る
事
態
が

議
論
の
俎
上
に
あ
が
り
検
討
し
た
（
詳
細
は
割
愛
）。

一　

国
民
健
康
保
険
制
度

　

１　

医
療
保
険
と
は

　

周
知
の
如
く
「
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
に
、
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
収
入
に
応
じ
た
保
険
料
を
徴
収
し
て
、
医
療
を
受
け
た
と
き

に
保
険
か
ら
医
師
に
医
療
費
を
払
う
し
く
み
」
で
あ
る
。
個
々
人
の
「
収
入
に
応
じ
て
徴
収
さ
れ
た
保
険
料
を
原
資
」
と
し
て
運
営
さ

れ
る
制
度
で
、
そ
の
納
め
た
保
険
料
の
多
少
に
無
関
係
に
、
貧
富
の
差
に
関
係
な
く
、
皆
が
平
等
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
相
互
扶
助
制

度
で
あ
る
。
こ
の
納
付
額
の
多
少
に
無
関
係
に
皆
平
等
均
質
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
思
想
の
源
流
が
筑
前
宗
像
の
定
礼（
常
札
）

制
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
今
日
で
は
、
保
険
に
は
、
①　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
「
被
用
者
保

険
（
職
域
保
険
）」、
②　

自
営
業
者
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｂ
等
が
加
入
す
る
「
国
民
健
康
保
険
（
地
域
保
険
）」、
③　

七
五
歳
以
上
の

三
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者
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
あ
る
。（
傍
線
筆
者
）

二　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
・
変
遷

　

１　

国
保
創
設
：
農
民
漁
民
、
自
営
業
者
の
た
め
に
誕
生
し
た
国
民
健
康
保
険
（
一
九
三
八
年
・
昭
和
十
三
年
）

　

現
行
法
の
前
身
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
法
（
以
後
「
旧
国
保
法
」）
は
筑
前
宗
像
の
定じ

ょ
う
れ
い礼を

制
度
設
計
の
下
地
に
し
て
、立
法
・
制
定
・

施
行
さ
れ
た
の
が
戦
前
の
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
七
月
一
日
で
、
二
〇
一
八
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
八
〇
年
前
で
あ
る
。

　

背
景
的
状
況
は
、
当
時
、
工
場
や
炭
鉱
で
働
く
労
働
者
、
会
社
員
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
被
用
者
対
象
の
健
康
保
険
は
す
で
に
制
度
化
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
農
民
や
漁
民
、
都
市
部
の
自
営
業
者
等
対
象
の
公
的
健
康
保
険
制
度
は
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
医
療
を
受
診
出
来

な
い
国
民
も
多
く
、
と
く
に
農
村
部
で
は
凶
作
等
に
起
因
す
る
貧
困
は
凄
ま
じ
く
、
罹
患
す
る
と
田
畑
や
家
の
み
な
ら
ず
、
愛
娘
を
身

売
り
し
て
医
者
に
か
か
る
と
い
う
悲
劇
が
常
態
化
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
農
林
水
産
業
者
や
自
営
業
者
な
ど
の
医
療
費
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
に
旧
国
保
法
が
立
法
・
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
今
日

ま
で
継
続
し
て
い
る
市
区
町
村
国
保
制
度
の
嚆
矢
濫
觴
で
あ
る
。
今
日
の
如
き
強
制
性
は
な
く
、
任
意
組
織
で
あ
り
、
市
区
町
村
単
位

の
「
普
通
国
保
組
合
」
と
同
業
同
種
で
運
営
す
る
「
特
別
国
保
組
合
」
組
織
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
激
化
で
衰
退
し
た
。

　

ⅰ　

平
均
余
命
変
移
（
戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
変
移
）―

―
―

四
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代
へ―

―
―

　

平
均
余
命
と
は
あ
る
年
齢
の
人
々
が
、
そ
の
後
何
年
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
期
待
値
を
意
味
す
る
が
、
激
動
期
戦
前
・
戦
後
の
平
均

余
命
は
、「
完
全
生
命
表
に
お
け
る
平
均
余
命
の
年
次
推
移
」（
統
計
年
・
昭
和
二
二
年
版
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
年
は
、
新
生
児
の
男

は
四
六
・
九
二
歳
、
女
は
四
九
・
六
三
歳
。
昭
和
二
二
年
に
な
っ
て
、
男
は
五
〇
・
〇
六
歳
、
女
は
五
三
・
九
六
歳
と
な
る
。
平
均
余
命
が

五
〇
歳
を
超
え
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
る
。

三
一



　

ⅱ　

義
務
教
育
一
五
歳
で
人
生
五
〇
年
の
将
来
進
路
展
望
か
ら
、
人
生
八
〇
年
展
望
問
題
…
…
中
等
教
育
学
校
創
設
で
対
応

　

昭
和
二
十
二
年
は
教
育
基
本
法
や
学
校
教
育
法
が
公
布
施
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
中
学
校
教
育
の
目
標
規
定
に
「
二　

社
会
に
必
要

な
職
業
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
能
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
及
び
個
性
に
応
じ
て
将
来
の
進
路
を
選
択
す
る
能
力
を
養
う
こ

と
」（
学
校
教
育
法
三
十
六
条
）
と
あ
る
が
、
中
卒
の
一
五
歳
で
の
平
均
余
命
は
お
よ
そ
三
五
歳
と
な
り
、
生
涯
年
齢
五
〇
歳
を
展
望

し
た
進
路
選
択
を
す
る
能
力
養
成
が
課
さ
れ
て
い
た
。
今
日
で
は
新
生
児
の
平
均
余
命
は
八
〇
歳
を
超
え
た
。
従
っ
て
一
五
歳
で
八
〇

歳
（
ま
で
の
将
来
の
進
路
を
選
択
さ
せ
る
の
は
至
難
で
あ
る
の
で
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
六
月
の
学
校
教
育
法
改
正
で
中
高
一
貫

の
中
等
教
育
学
校
が
設
置
さ
れ
、
一
八
歳
で
進
路
を
選
択
さ
せ
る
と
い
う
余
地
・
施
策
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
は
贅
言
を
要
さ
ぬ
。

　

２　

旧
国
保
法
改
正
で
市
町
村
公
営
化
（
一
九
四
八
年
・
昭
和
二
十
三
年
）

　

対
日
米
国
占
領
政
策
下
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
勧
告
も
あ
り
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
国
か
ら
の
大
規
模

な
財
政
支
援
を
受
け
息
を
吹
き
返
し
、
翌
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
七
月
に
旧
国
保
法
改
正
し
、
任
意
組
織
で
あ
っ
た
国
保
は
市

区
町
村
主
体
の
公
営
に
改
正
さ
れ
、
徐
々
に
安
定
的
な
運
営
が
可
能
に
は
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
も
国
保
の
運
営
に
窮
す
る
市
区
町

村
が
あ
る
。
当
然
、
い
わ
ゆ
る
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い
国
民
が
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
三
月
末
時
点
で
約
三
千
万
人
（
当

時
の
人
口
の
三
分
の
一
）
も
存
在
し
国
民
総
人
口
の
三
分
の
一
が
加
入
で
き
な
い
状
態
は
、
必
然
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

　

３　

現
行
の
「
国
民
健
康
保
険
法
（
新
国
保
法
）」
が
施
行
（
一
九
五
八
年
・
昭
和
三
十
三
年
）

　

真
の
終
戦
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
）
で
休
戦
状
態
が
終
了
し
た
。
一
九
四
八
年
の

改
正
国
民
健
康
保
険
法
施
行
か
ら
、
一
〇
年
が
経
過
し
た
社
会
情
勢
を
背
景
に
、「
健
康
保
険
を
全
国
民
に
普
及
さ
せ
よ
う
」
と
い
う

機
運
が
熟
し
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
十
二
月
に
現
行
の
「
国
民
健
康
保
険
法
（
新
国
保
法
）」
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

肝
腎
な
運
営
主
体
は
旧
態
依
然
の
市
区
町
村
と
さ
れ
、
広
域
化
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
に
公
営
国
保
の
設
立

三
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の
義
務
化
を
規
定
し
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
ま
で
に
国
民
皆
保
険
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

真
の
終
戦
・
独
立
後
、
文
部
大
臣
初
の
『
学
習
指
導
要
領
』
の
文
部
大
臣
告
示
が
始
ま
っ
た
。

　

４　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
運
営
主
体
を
市
区
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
（
二
〇
一
八
年
・
平
成
三
十
年
）
…
大
改
革

　
　
　
　

―
―
―

「
非
正
規
雇
用
と
無
職
で
八
割
を
占
め
る
国
民
健
康
保
険
、
制
度
存
続
の
正
念
場
」―

―
―

　

一
九
五
八
年
の
改
正
か
ら
六
〇
年
が
経
過
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
み
、
国
保
加
入
者
は
相
対
的
に
所
得
が
低
い
た
め
、
徴

収
さ
れ
る
保
険
料
に
は
限
界
が
あ
る
。
平
均
年
齢
は
高
い
の
で
病
気
や
負
傷
す
る
人
は
多
く
、
医
療
費
は
多
額
と
な
る
。
加
入
者
の
年

齢
構
造
上
の
問
題
か
ら
、
他
の
健
康
保
険
に
比
べ
る
と
国
保
の
運
営
は
非
常
に
厳
し
く
、
恒
常
的
な
赤
字
運
営
に
市
区
町
村
は
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
今
回
の
改
革
は
持
続
可
能
な
国
保
財
政
の
安
定
化
の
た
め
に
広
域
化
を
図
り
都
道
府
県
へ
運
営
主
体
を
移
管
す
る
。
積
年

の
課
題
だ
っ
た
。三　

国
民
健
康
保
険
の
源
流
の
定
礼

　

１　

定
礼
の
定
義

　

定
礼
・
常
礼
の
定
義
は
、
巷
間
の
一
般
的
な
辞
典
・
字
典
・
事
典
類
に
は
見
出
し
難
く
定
礼
地
区
の
村
民
独
自
の
用
語
で
あ
る
。
定

礼
の
定
義
に
つ
い
て
は
、本
稿
で
は
定
礼
最
古
地
区
の
舎
利
蔵
村
を
行
政
範
囲
と
す
る
福
間
町
（
現
福
岡
県
福
津
市
）
の
定
義
を
み
る
。

　

福
岡
県
宗
像
郡
『
福
間
町
史（
３
）通

史
編
』
の
「
第
十
編　

民
俗
、
第
三
章　

相
互
扶
助
の
「
定
礼
」」
の
項
に
次
の
記
が
見
え
る
。

・ 

定
礼
と
は
、
一
定
の
謝
礼
米
を
出
し
合
っ
て
、
そ
の
村
の
住
民
が
自
由
に
施
療
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
取
り
決
め
で
あ
る
。
加
療
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
資
産
等
に
応
じ
て
米
を
出
し
、
一
括
し
て
医
師
に
支
払
う
医
療
請
負
制
度
で
あ
る
。
記
録
の
上
で
は
「
定
礼
」・「
常
礼
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
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・ 「
定
礼
」
に
は
、
医
師
に
か
か
っ
て
も
か
か
ら
な
く
て
も
、
そ
の
人
の
資
力
に
応
じ
た
定
ま
っ
た
額
を
謝
礼
す
る
の
意
味
が
あ
り
、「
常
礼
」
に
は

常
づ
ね
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
医
師
へ
の
謝
礼
を
か
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
意
味
が
あ
る
。

　
 

定
礼
と
記
す
記
録
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
定
礼
に
統
一
す
る
。
定
礼
と
い
う
用
語
は
、
一
般
の
辞
典
に
記
載
は
な
く
地
域
独
特
の
用
語
で

あ
る（
４
）。

　
「
こ
も
り【
隠
・
籠
り
】」と
は「
①
こ
も
る
こ
と
。
隠
れ
て
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。
②
社
寺
に
泊
ま
っ
て
祈
願
を
こ
め
る
こ
と
。（
略（

５
））」

を
使
用
す
る
。

　

な
お
、
定
礼
の
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
表
記
を
、
関
係
文
献
も
史
上
「
定
礼
地
区
」
と
馴
致
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
な
ら
う
。

「
こ
も
り
」
の
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
「
地
区
」
と
は
馴
致
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
辞
書
に
な
ら
い
「
地
域
」
を
使
用
す
る
。

　

２　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
設
計
の
政
府
調
査
官
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
自
信
を
与
え
た
福
岡
県
神
興
村
手
光
の
定
礼
・
医
薬
財
団
組
合

　

こ
の
村
（
手
光
村
）
は
「
宗
像
郡
の
西
南
部
、
鹿
児
島
本
線
に
そ
っ
て
、
福
間
町
・
津
屋
崎
町
・
上
西
郷
村
等
と
隣
接
し
て
い
る
。

福
岡
市
よ
り
約
六
、七
里
隔
て
た
戸
数
約
三
七
〇
戸
の
純
農
村
で
経
済
的
に
は
中
流
で
あ
る
。
手
光

･

津
丸･

八
並
の
三
部
落
が
あ
っ
て
、い
ず
れ
も
医
療
互
助
組
合
」を
作
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
中
期
、

赤
痢
が
大
流
行
。
米
を
拠
出
し
合
い
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
村
立
の
「
神
興
共
立
医
院
」

を
設
立
し
医
師
を
招
請
。
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
、
政
府
派
遣
の
調
査
官
は
神
興
村
手
光
の
区

長
や
神
興
共
立
医
院
の
安
永
桂
定
礼
医
か
ら
詳
細
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
国
派
遣
の
調
査
官
は
、

農
村
地
区
で
も
保
険
制
度
は
可
能
と
の
自
信
を
得
た
と
い
う
。
安
永
喜
四
郎
・
安
永
桂
の
父
子
は
、

献
身
的
に
地
域
医
療
に
尽
力
し
た
。
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
、
定
礼
医
院
を
記
念
し
功
績

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
そ
の
跡
地
に
定
礼
公
園
が
つ
く
ら
れ
た
。

『福間町史』
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３　

最
後
の
定
礼
医
の
高た

か
む
ら
な
お
つ
ぐ

村
直
嗣
医
師
（
一
八
八
四
〜
一
九
五
八
）
を
称
え
る
「
高
村
翁
頌
徳
之
碑
」（
福
津
市
）

　

最
後
の
定
礼
医
で
診
断
も
的
確
で
人
格
的
に
も
医
師
の
鑑
と
称
さ
れ
た
高
村
直
嗣
医
師
の
存
在
は
「
高
村
翁
頌
徳
之
碑
」
で
知
ら
れ

る
。
こ
の
碑
は
定
礼
制
度
が
、
史
実
で
あ
る
こ
と
、
定
礼
医
師
が
存
在
し
た
こ
と
の
証
拠
を
示
し
て
い
る
。
同
医
師
は
昭
和
三
十
三
年

他
界
で
あ
る
か
ら
、
高
村
医
師
の
治
療
を
受
け
た
生
き
証
人
（
住
民
）
は
、
平
成
三
十
年
現
在
生
存
し
て
い
る
。
他
な
ら
ぬ
筆
者
（
上

西
郷
村
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
長
崎
で
近
代
医
学
を
学
び
当
時
の
最
先
端
的
医
術
の
知
識
技
能
・
術
式
を
有
す
る
医
師
で
あ
っ
た
。

生
活
困
窮
者
が
切
り
詰
め
て
医
療
費
を
支
払
い
に
き
て
も
受
け
取
ら
ず
持
ち
帰
ら
せ
た
。
年
中
二
四
時
間
東
奔
西
走
し
た「
定
礼
地
区
」

は
「
畦
町
村
・
八
並
村
、
久
末
村
、
本
木
村
・
内
殿
村
・
上
西
郷
村
（
福
津
市
）、
野
坂
村
大
穂
（
宗
像
市
）
の
各
地
区
」
等
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
地
区
を
四
十
八
年
間
昼
夜
、
医
業
に
精
進
し
郷
土
の
恩
人
と
し
て
死
後
半
世
紀
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
な
お
慕
わ
れ
頌
徳
之

碑
が
立
て
ら
れ
た
。

四　

定
礼
の
始
ま
っ
た
山
村

　

１　

定
礼
の
源
流
：
宗
像
郡
上
西
郷
村
の
「
舎
利
蔵
・
本
木
」、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
の
「
小
原
・
畑
・
里
・
浅
ヶ
谷
・
野
中
」

　

実
施
さ
れ
た
地
区
の
大お

お
あ
ざ字

の
空
間
・
時
間
・
人じ

ん
か
ん間

に
先
ず
注
目
す
る
。
定
礼
制
度
形
成
地
区
分
布
と
、
宗
像
と
い
う
郡
内
の
寺
社
境

内
・
空
間
で
の
「（
お
）
こ
も
り
」
事
象
地
域
分
布
と
の
相
関
性
を
検
証
す
る
と
、
井
上
隆
三
郎
は
一
致
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
定
礼

の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
「
こ
も
り
」
の
記
録
が
あ
る
と
い
う
。「
こ
も
り
」
の
記
録
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
定
礼
が
無
い
と
い
う（
６
）。「

こ
も
り
」

地
域
と
定
礼
地
区
と
の
一
致
は
、
果
た
し
て
「
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か（

７
）」（

井
上
隆
三
郎
、
一
九
七
九
）
と
の
提
題
は
筆
者
に
と
っ

て
も
看
過
出
来
な
い
。

　

さ
て
内
務
省
が
福
岡
県
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
調
査
記
録
の
記
に
次
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
福
岡
県
宗
像
郡
上
西
郷
村
舎
利
蔵
（
福
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間
町
、現
福
津
市
）
の
定
礼
が
、当
時
よ
り
約
百
年
前
（
天
保
年
間
、一
八
三
五
年
ご
ろ
）
に
始
ま
り
、最
も
古
い
と
し
て
い
る
。（
中
略
）

と
こ
ろ
で
、
昭
和
十
年
ご
ろ
の
県
調
査
で
、
定
礼
の
始
ま
っ
た
時
期
が
古
い
も
の
、
及
び
不
明
の
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
奇
し
く
も
宗
像
、
鞍
手
、
粕
屋
の
三
郡
の
境
に
あ
る
山
村
で
、
し
か
も
お
互
い
に
近
い（
８
）。」

と
記
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
宗
像
郡
上
西
郷
村
内
殿
（
不
明
）、
宗
像
郡
上
西
郷
村
舎
利
蔵
（
約
百
年
前
）、
宗
像
郡
上
西
郷
村
本
木
（
約
四
〇
〜

五
〇
年
前
）、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
・
小
原
（
不
明
）、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
畑
（
不
明
）、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
里
（
不
明
）、
鞍
手
郡

山
口
村
山
口
浅
ヶ
谷
（
不
明
）、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
野
中
（
不
明
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
９
）。

　

鞍
手
郡
地
名
の
傍
線
部
分
は
「
小こ

字あ
ざ

」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
上
西
郷
村
本
木
（
現
福
津
市
）
の
定
礼
が
、
同
じ
時
点
で
二
二
〇

年
も
前
の
享
保
初
年
（
一
七
一
六
）
に
始
ま
っ
た
と
す
る
」
異
説
が
あ
る
と
い
う
。
井
上
隆
三
郎
は
享
保
説
に
考
証
を
加
え
て
い
る
が

其
の
詳
細
は
割
愛
す
る
。
井
上
は
「「
不
明
」
と
は
、そ
の
村
の
古
老
が
知
ら
な
い
、即
ち
古
老
が
生
ま
れ
る
は
る
か
に
前
に
始
ま
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
違
い
な
い）
10
（

」
と
推
理
し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
上
西
郷
村
内
殿
、
本
木
と
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
の
五
つ
の
小
字
は
、
郡
境
を
な
す
三
坂
峠
（
表
記
「
三
坂
」
は
井

上
著
に
よ
る
。
一
般
に
見
坂
峠
と
称
す
）を
通
る
同
じ
街
道
上
に
並
ぶ
。
か
つ
舎
利
蔵
も
隣
接
し
て
い
る
。（
傍
線
部
筆
者
）井
上
は
、「
舎

利
蔵
は
、
昭
和
十
年
を
去
る
百
年
前
（
天
保
）
に
定
礼
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
老
に
よ
り
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
伝
承
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。」
と
推
定
し
て
い
る
。
舎
利
蔵
は
「
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
伝
承
」
の
地
区
と
評
価
し
て
い
る
。
筆
者
は
幾
た
び
も
超
え

た
こ
と
が
あ
る
三
坂
峠
は
道
幅
も
狭
く
急
カ
ー
ブ
で
、
牛
馬
も
車
（
往
年
の
省
営
バ
ス
）
も
越
す
の
は
危
険
な
難
所
で
あ
る
。
内
殿
と

山
口
村
山
口
は
「
不
明
」
で
あ
る
が
、「
伝
承
の
寿
命
が
百
年
ぐ
ら
い
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
不
明
」
は
調
査
当
時
よ
り
百
年
ぐ

ら
い
前
、
即
ち
天
保
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。」
と
井
上
は
記
す
。
山
村
に
囲
ま
れ
て
い
る
本
木
に
つ
い
て
は
、
異
説
は
と

も
か
く
、「
県
調
査
の
明
治
二
十
〜
三
十
年
説
よ
り
も
相
当
に
古
い
か
も
し
れ
な
い
。」
と
考
察
し
て
い
る
。
諸
記
録
を
考
察
し
た
結
果
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か
ら
井
上
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

宗
像
郡
上
西
郷
村
本
木
、
内
殿
、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
の
小
原
、
畑
、
里
、
浅
ヶ
谷
、
野
中
の
定
礼
は
、
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
た
舎
利
蔵
に
劣
ら

ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
古
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
て
、
健
康
保
険
の
源
流
で
あ
る
定
礼
は
、
こ
れ
ら
宗
像
、
鞍
手
の
郡
境
の
山
村
の
い
ず

れ
か
か
ら
、
天
保
（
現
在
よ
り
一
四
〇
年
前
）
年
間
の
江
戸
期
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
像
郡
の
定
礼
調
査
の
結
果
定
礼
は
お
も
に
大
字
単
位
で
行
わ
れ
、
三
七
地
区
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た）
11
（

。

　

宗
像
郡
に
は
幕
末
に
は
約
六
〇
の
村
が
在
り
、
そ
の
う
ち
の
三
七
地
区
に
お
い
て
定
礼
が
あ
っ
た
。

　

２　

昭
和
十
年
頃
ま
で
残
っ
て
い
た
所
（
国
民
健
康
保
険
史
記
載
分
よ
り
）

　

井
上
隆
三
郎
が
整
理
し
た
資
料
は
次
の
①
〜
⑪
で
あ
る
。
詳
細
は
省
く
。
①　

神
興
村
手
光
の
医
薬
財
団
組
合
。
＊
明
治
三
十
二
年

設
立
。
津
丸
区
と
協
力
し
て
神
興
共
立
医
院
を
作
っ
た
。
②　

神
興
村
津
丸
の
組
合
。
③　

神
興
村
八
並
の
組
合
。
④　

上
西
郷
村
畦

町
の
組
合
。
⑤　

上
西
郷
村
本
木
の
組
合
。
⑥　

上
西
郷
村
舎
利
蔵
の
組
合
。
⑦　

上
西
郷
村
内
殿
の
組
合
。
⑧　

上
西
郷
村
上
西
郷

の
組
合
。
⑨　

池
野
村
池
田
の
組
合
。
⑩　

岬
村
鐘
崎
の
組
合
。
⑪　

大
島
村
の
組
合）
12
（

。

　

広
範
囲
で
長
期
間
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

３　
「
定
礼
地
区
」
と
呼
称
さ
れ
る
地
区

　
「
各
家
庭
か
ら
玄
米
を
集
め
、
定
礼
医
に
差
出
す
こ
と
で
１
年
間
受
診
で
き
た
。
平
均
は
１
世
帯
１
俵
半
（
約
九
〇
㎏
）
で
、
富
裕

な
人
は
最
高
四
〜
五
俵
（
約
二
四
〇
〜
三
〇
〇
㎏
）、
貧
し
い
人
は
最
低
五
〜
六
升
（
約
七
・
五
〜
九
㎏
）
と
差
が
あ
る
。」。
各
地
区
の

様
子
（
概
要
）
を
記
す
。

　

ⅰ 　

手
光
・
津
丸
地
区
は
、
明
治
時
代
中
期
に
、
赤
痢
が
大
流
行
。
米
を
拠
出
し
合
い
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
村
立
の
「
神

三
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興
共
立
医
院
」
を
設
立
し
医
師
を
招
請
し
た
。

　

ⅱ 　

内
殿
地
区
は
、
地
区
に
一
人
の
定
礼
医
が
普
通
で
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
当
地
区
は
無
医
村
で
あ
り
他
の
地
区
の
医
者
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
他
の
地
区
と
異
な
り
拠
出
金
か
ら
三
割
の
補
助
を
う
け
、
七
割
が
自
己
負
担
で
あ
っ
た
。
自
己
負
担
の
割
合
は

こ
と
な
る
が
、
現
在
の
国
民
健
康
保
険
制
度
コ
ン
セ
プ
ト
に
近
い
仕
組
み
で
あ
る
。

　

ⅲ 　

舎
利
蔵
地
区
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
三
）
頃
に
始
ま
り
、
最
も
古
い
定
礼
と
さ
れ
た
。
無
医

村
で
あ
っ
た
の
で
糟
屋
郡
菰
野
村
（
古
賀
市
）
の
医
者
を
定
礼
医
と
し
た
。
牛
に
よ
る
二
俵
の
定
礼
米
運
搬
の
峠
越
え
は
難
儀
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

ⅳ 　

鐘
崎
地
区
は
、
漁
村
に
定
礼
が
あ
る
の
は
め
ず
ら
し
く
、
大
正
期
に
始
ま
っ
た
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
鯛
漁
の
季
節
に
当
日

は
個
人
の
漁
は
休
み
に
し
て
村
落
総
出
で
、
定
礼
金
を
払
っ
た
人
も
払
っ
て
な
い
人
も
一
緒
に
な
っ
て
鯛
網
引
き
を
行
い
、
魚
市

場
に
出
し
換
金
し
未
納
の
定
礼
金
を
定
礼
医
に
渡
し
た
。
鯛
網
引
き
は
年
に
何
回
と
い
う
き
ま
り
は
な
く
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て

い
た
。

　
ⅴ 　

そ
の
他
は
、
一
般
に
鎌
倉
時
代
か
ら
重
要
な
牛
馬
耕
が
あ
り
、
宗
像
郡
で
も
そ
の
牛
馬
に
対
す
る
定
礼
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
三

（
明
治
三
十
六
）
年
に
宗
像
郡
獣
医
師
会
が
作
成
し
た
牛
馬
常
礼
法
で
は
、
牛
は
一
頭
に
つ
き
玄
米
五
升
（
約
七
・
五
㎏
）、
馬
は

六
升
（
九
㎏
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。（
井
上
著
）

　

４　

定
礼
発
生
に
お
け
る
相
互
扶
助
精
神
以
外
の
社
会
的
発
生
条
件

　

無
医
村
問
題
打
開
策
と
し
て
「
医
師
に
も
衣
食
に
足
る
だ
け
の
収
入
が
な
け
れ
ば
、
無
医
村
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。（
中
略
）
明

治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
「
医
は
仁
術
」
の
時
代
に
は
、
医
療
費
の
未
納
は
き
わ
め
て
多
か
っ
た
と
い
う
。
江
戸
期
で
は
も
っ
と

未
納
例
が
多
か
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
医
師
に
定
額
の
保
証
を
し
、
無
医
村
化
を
回
避
し
、
か
つ
対
貧
困
者
の
医
療
の
隘
路

三
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と
し
て
定
礼
が
始
ま
っ
た
所
が
多
く
、
典
型
例
で
は
、
神
興
村
手
光
、
津
丸
、
上
西
郷
村
本
木
、
岬
村
鐘
崎
な
ど
で
あ
る）

13
（

。」

　

他
方
こ
れ
に
反
し
て
行
政
的
な
「（
地
）
区
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
の
資
格
で
、
医
療
の
受
診
の
有
無
に
関
係
な
く
医
師
と
年
間

米
一
俵
で
年
間
契
約
し
た
と
い
う
定
礼
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
明
治
〜
大
正
期
の
農
家
が
罹
患
時
、
現
金
の
支
出
に
困
窮
し
た
か
ら
の

対
策
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
「
定
礼
の
目
的
が
必
ず
し
も
相
互
扶
助
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
例
も
あ
り
「
東
鄕
村
久
原
」
が
そ

の
例
に
相
当
す
る
と
井
上
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
例
は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
う
ち
の
現
代
流
で
い
う
米
国
型
の
自
助
努
力
型
に
該

当
し
よ
う
。
し
か
し
「
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
本
来
の
意
味
の
定
礼
は
、
ほ
と
ん
ど
が
全
戸
加
入
で
、
か
つ
昭
和
期
ま
で
続
い
て
い

た
。
こ
れ
に
反
し
、
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
だ
け
の
定
礼
は
、
区
と
し
て
の
加
入
率
も
低
く
、
大
正
前
期
で
終
わ
っ
た
と
い
う
古
老

が
多
い）
14
（

。」
と
い
う
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
期
に
終
わ
っ
た
と
は
実
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

５　

宗
像
郡
地
区
以
外
の
定
礼
地
域

　

遠
賀
川
筋
の
遠
賀
郡
・
嘉
穂
郡（
古
老
、明
治
〜
大
正
頃
の
定
礼
の
記
憶
）、久
留
米
医
師
会
史（
明
治
前
半
期
の
定
礼
の
簡
単
な
記
載
）、

宗
像
郡
と
の
郡
境
近
く
の
鞍
手
郡
（
昭
和
期
）、
朝
倉
郡
小
石
原
村
小
石
原
、
粕
屋
郡
久
原
村
中
区
（
新
設
、
昭
和
十
一
年
）
等
が
知

ら
れ
る
。

　

６　

定
礼
の
な
か
っ
た
地
区
（
八
〇
歳
を
超
え
る
老
翁
が
定
礼
を
知
ら
な
か
っ
た）

15
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地
区
）

　
「
郡
内
の
定
礼
の
あ
っ
た
所
は
一
般
に
純
農
村
に
濃
密
で
あ
っ
た
。
逆
に
定
礼
の
な
か
っ
た
所
、
即
ち
八
十
歳
を
超
え
る
老
翁
が
定

礼
を
知
ら
な
か
っ
た
所
」
と
し
て
次
を
井
上
は
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①　

海
岸
の
漁
村
、
及
び
こ
れ
に
接
す
る
農
村
に
は
定

礼
は
な
か
っ
た
。
例
外
と
し
て
、
開
始
時
期
は
遅
い
が
、
鐘
崎
、
大
島
村
が
あ
る
。
②　

農
業
以
外
の
雑
多
な
人
口
の
多
か
っ
た
所
に

も
な
か
っ
た
。
ま
と
ま
り
難
く
、連
帯
感
が
形
成
さ
れ
に
く
い
。
郡
役
所
の
在
っ
た
東
鄕
村
東
鄕
。
下
西
郷
村
福
間
（
国
鉄
駅
が
あ
り
、

宮
地
嶽
神
社
の
門
前
町
）、
赤
間
村
赤
間
（
宿
場
町
、
商
業　

地
）。
③　

純
農
村
で
も
、
そ
の
区
に
医
師
は
い
な
い
が
、
近
隣
の
区
に

三
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医
師
が
多
く
、
医
療
に
事
欠
か
な
い
所
も
定
礼
は
な
か
っ
た
。「
オ
レ
た
ち
の
村
の
先
生
」
と
い
う
医
師
に
対
す
る
愛
着
心
が
村
人
に

生
起
し
な
か
っ
た
か
ら
。

　

７　
「
何
故
に
筑
前
宗
像
郡
に
定
礼
（
常
礼
）
が
起
こ
っ
た
か
」

　

井
上
隆
三
郎
は
、「
何
故
に
筑
前
宗
像
郡
に
起
こ
っ
た
か
」
に
つ
い
て
簡
潔
に
次
の
①
〜
③
に
ま
と
め
て
い
る
。

① 　

宗
像
郡
が
筑
前
国
に
属
し
て
い
た
こ
と
。同
じ
福
岡
県
で
も
、筑
後
・
豊
前
な
ど
の
諸
藩
に
こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
相
互
扶
助
制
度
の
記
は
な
い
。

他
藩
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
捨
子
禁
止
令
」
で
は
な
く
、
捨
子
を
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
す
る
物
心
に
わ
た
る
具
体
的
「
産
子
養
育
制
度
」
が
素

地
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
。

② 　

神
郡
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
。
宗
像
の
地
は
記
紀
の
日
本
開
国
の
神
話
時
代
か
ら｢

胸
形
（
ム
ナ
カ
タ
）｣

の
名
で
呼
ば
れ
、

今
日
ま
で
、
一
つ
の
郡
と
し
て
の
地
域
と
名
称
を
保
っ
て
き
た
。
し
か
も
大
化
の
改
新
以
後
、
宗
像
神
社
が
こ
の
郡
を
領
有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

て
か
ら
は
、
こ
の
郡
の
民
は
九
州
で
た
だ
一
つ
の
「
神
郡
」
と
し
て
、
そ
の
総
氏
子
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
結
ば
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
宗

像
神
社
は
単
な
る
地
域
共
同
体
で
は
な
く
、
敬
神
の
念
で
結
ば
れ
た
精
神
共
同
体
（D

ie Gem
einschaft

）
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
連
帯
感

も
強
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

③ 　

郡
内
の
農
村
で
「
こ
も
り
」
と
い
う
儀
式
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。
昔
、
農
業
が
天
候
に
ひ
ど
く
左
右
さ
れ
た
こ
ろ
、
農
村
で
は
豊
作
を

神
に
祈
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
同
じ
地
区
の
人
々
が
、
適
当
な
場
所
、
多
く
は
氏
神
の
境
内
に
「
こ
も
っ
て
」
泊
ま
り
、
五
穀
の
豊

穣
を
祈
る
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
「
こ
も
り
」
で
あ
る
。
苗
代
こ
も
り
、
満
作
こ
も
り
、
さ
な
ぼ
り
な
ど
が
あ
る
。
こ
も
り
は
一
種
の
共
同
生
活
で

あ
り
、
起
居
飲
食
を
共
に
す
る
こ
と
か
ら
、
人
々
は
親
愛
感
を
高
め
、
同
じ
地
区
に
住
む
者
と
し
て
の
連
帯
感
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
村
の
根
本
的
な
制
度
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
た
と
え
ば
〈
命
が
け
の
航
海
〉
の
章
（
筆

者
註
、
割
愛
）
で
述
べ
た
神
興
村
手
光
区
の
例
を
ひ
こ
う
。
こ
こ
で
は
「
苗
代
こ
も
り
」
を
か
ね
て
丘
に
集
ま
り
、
赤
痢
か
ら
命
拾
い
し
た
思
い

や
沖
ノ
島
の
神
に
謝
し
た
が
、
こ
の
「
苗
代
こ
も
り
」
は
同
区
の
常
礼
が
か
も
し
出
さ
れ
る
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
等
①
〜
③
が
、
定
礼
が
宗
像
郡
に
起
こ
っ
た
「
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。」
と
い
う）

16
（

。
筆
者
は
③
項
は
極
め
て
重

要
と
考
え
る
。「
宗
像
」
は
古
く
は
宗
形
、
胸
形
と
も
表
記
し
、
宗
像
神
社
（
宗
像
大
社
）
の
所
在
地
（
田
島
）
と
し
て
敬
重
さ
れ
て

四
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き
た
。
宗
像
大
社
は
福
岡
県
宗
像
市
に
あ
る
元
官
幣
大
社
で
あ
り
、横
を
流
れ
る
釣
川
は
氾
濫
で
周
辺
住
民
を
農
業
経
済
面
で
悩
ま
せ
、

故
に
氾
濫
無
き
無
事
安
穏
祈
願
の
こ
も
り
は
実
際
生
活
上
重
要
で
あ
っ
た
。

五 　

 

定
礼
の
あ
っ
た
津
丸
区
に
は
「
こ
も
り
」
が
存
在
、

　
　

定
礼
の
な
か
っ
た
村
山
田
区
に
は
「
こ
も
り
」
は
皆
無

　

筑
前
宗
像
と
い
う
空
間
は
、古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究―

筑
前
宗
像
に
お
け
る
調
査―

）
17
（

』
に
よ
れ
ば
「
戦
前
ま
で
の
宗
像
郡
は
、

よ
そ
に
比
べ
て
は
る
か
に
「
こ
も
り
」
が
多
か
っ
た）

18
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。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
農
耕
儀
礼
調
査
で
は
郡
内
の
「
神じ

ん
ご
う
む
ら

興
村
の
中
で
は
津
丸

区
と
村
山
田
区
の
農
耕
儀
礼
の
調
査
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。
古
野
の
調
査
を
踏
ま
え
、
井
上
は
「
興
味
深
い
こ
と
に
は
定
礼
の
あ
っ
た

津
丸
区
に
は
五
つ
の
こ
も
り
が
記
録
さ
れ
、定
礼
の
な
か
っ
た
村
山
田
区
に
は
こ
も
り
は
一
つ
も
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。」と
指
摘
す
る
。

そ
の
う
え
で
「
こ
も
り
が
連
帯
感
を
高
め
、
定
礼
が
連
帯
感
の
賜
物
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
」
と
考
え

て
「
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
こ
も
り
」
の
場
を
通
し
て
、
人
々
は
お
互
い
に
精
神
共
同
体
で
あ
る
と
の
意
識
を
一

層
た
か
め
、
相
扶
け
合
う
定
礼
制
度
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
括
っ
て
い
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
定
礼
の
基
層
に
宗
教
的
で
あ
る
こ
も
り
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
て
く
る
。
医
療
制
度
形
成
の
背
景
に
宗
教
が

基
盤
的
に
係
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
定
礼
と
こ
も
り
と
は
、
医
療
・
医
療
経
済
・
宗
教
と
の
三
層
の
表
裏
関
係
が
看
取

出
来
る
こ
と
に
な
る
。
仏
教
経
済
が
連
関
し
て
く
る
と
思
量
さ
れ
る
。

六　
「
こ
も
り
」
空
間
と
「
定
礼
（
常
礼
）」
空
間
と
の
相
関
性

　

井
上
の
い
う
「
こ
も
り
」
と
「
定
礼
」
と
を
地
形
図
及
び
航
空
写
真
等
で
見
る
と
、
確
か
に
定
礼
地
区
空
間
の
広
が
り
と
、
こ
も
り

四
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（
籠
り
）
地
域
空
間
の
広
が
り
と
は
一
致
す
る
か
ま
た
は
大
半
が
重
な
る
（
地
形
図
・
写
真
は
略
）。

　

と
こ
ろ
で
古
野
清
人
は
前
著
で
宗
像
の
農
民
・
宗
像
人
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

民
間
信
仰
に
は
多
く
の
呪
術
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
宗
像
の
農
民
も
ま
た
、〈
呪
術
的
人
間
〉
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
神
郡
を　

誇
る
だ
け
に

敬
神
の
念
は
他
郡
よ
り
も
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
宗
像
神
社
の
総
氏
子
で
、〈
田
島
様
〉
に
は
格
別
の
敬
意
を
抱
い
て
き
た
。
そ
の
秋
の

放
生
会
は
郡
中
の
人
々
が
大
勢
詣
で
る
最
も
賑
か
な
大
祭
で
あ
る
。
宗
像
人
は
概
し
て
仏
教
の
熱
心
な
信
者
で
は
な
い
よ
う
だ
。
わ
た
し
の
記
憶
し

て
い
る
限
り
、
大
き
く
華
麗
な
仏
壇
を
有
し
て
い
る
家
は
な
か
っ
た
。

　
「
宗
像
人
は
概
し
て
仏
教
の
熱
心
な
信
者
で
は
な
い
よ
う
だ
」
と
い
う
指
摘
に
従
え
ば
、
は
た
し
て
、
最
古
の
定
礼
地
区
と
い
わ
れ

た
舎
利
蔵
地
区
で
の
、
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
跡
観
音
堂
由
縁
で
四
百
年
余
も
続
い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
「
拾
月
祭
」・「
行
基
祭
」

が
懇
ろ
に
行
わ
れ
て
い
る
現
象
は
古
野
の
見
解
に
矛
盾
す
る
の
か
否
か
が
筆
者
は
気
に
な
る
。
同
様
に
（
と
古
さ
が
推
定
さ
れ
る
）
天

降
神
社
の
「
宮
座
」
の
祭
事
も
古
き
に
遡
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
宗
教
的
空
間
・
籠
り
堂
で
人
々
が
寄
り
集
ま
っ
て
村
を
語
り
村
の
安

穏
と
発
展
を
祈
る
と
い
う
事
象
と
記
録
・
誌
等
を
ど
う
み
る
か
。
神
仏
習
合
で
の
神
と
仏
と
の
比
重
の
傾
斜
関
係
は
い
か
が
か
。

　
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の
「
舎
利
倉マ
マ

村
」
の
項
の
記
に
「
産
神
ハ
裏
糟
屋
郡
薦
野
村
天
降
天
神
也
、
此
村
慶
長
の
頃
迄
ハ
糟
屋

郡
の
内
に
て
米
多
比
村
ニ
隷
せ
り
、
其
後
当
郡
内
と
な
り
、
粕
屋
郡
に
接
し
て
山
の
間
ニ
あ
る
村
也
、
此
地
田
圃
肥
饒
な
る
事
、
国

中
第
一
二
の
土
品
な
る
由
本
編
ニ
見
へ
た
り
、
村
中
ニ
舎
利
山
勝
寶
寺
と
云
古
寺
の
跡
有
、
村
の
名
も
是
よ
り
起
れ
り
、（
中
略
）
○

舎
利
山
勝
寶
寺
址　

水
上
ニ
在
、
養
老
二
年
行
基
開
基
の
寺
に
て
仏
舎
利
を
安
置
せ
し
と
云
り
」（
前
掲
『
福
間
町
史　

資
料
編
一
』、

一
四
四
頁
）
と
み
え
て
い
る
。

　

村
名
「
舎
利
蔵
」
の
由
来
が
仏
者
行
基
が
仏
舎
利
を
安
置
し
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
縁
起
の
語
り
が
見
え
る
。

四
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と
こ
ろ
で
安
置
し
た
そ
の
仏
舎
利
を
行
基
は
い
か
に
入
手
し
持
参
し
た
の
か
。
背
後
の
師
匠
道
昭
か
ら
か
。
道
昭
は
玄
奘
か
ら
仏
舎
利

を
受
け
た
と
伝
わ
る
。
玄
奘
・
道
昭
・
行
基
の
師
弟
の
流
れ
が
思
い
浮
か
ぶ
。
往
時
参
拝
客
多
数
で
「
仏
の
お
わ
す
山
」
と
呼
称
さ
れ

た
寺
の
格
式
と
い
の
り
・
信
仰
が
思
わ
れ
る
。
仏
舎
利
の
名
が
見
え
る
古
文
書
は
他
に
も
あ
る
。

七　
「
こ
も
り
」・「
籠
り
堂
」
と
共
食
・
共
飲
共
食
・「
黄よ
も
つ
へ
ぐ
い

泉
戸
喫
」
の
原
理

　

ⅰ　
「
こ
も
り
」
と
「
籠
り
堂
」
の
定
義

　
「
こ
も
り
【
隠
・
籠
り
】
と
は
「
①　

こ
も
る
こ
と
。
隠
れ
て
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。
②　

社
寺
に
泊
ま
っ
て
祈
願
を
こ
め
る
こ
と
。

平
家
物
語
12「
正
月
の
ほ
ど
は
、長
谷
寺
に
御―

と
聞
え
候
ひ
し
が）

19
（

」と
み
え
る
。「
こ
も
り
」を
す
る
場
は「
こ
も
り
‐
ど
う【
籠
り
堂
】

社
寺
で
、
信
者
が
こ
も
り
祈
念
す
る
堂）

20
（

。」
で
あ
る
。

　

ⅱ　

舎
利
山
縁
起
奉
読
（
毎
年
正
月
、
祥
雲
寺
住
職
）

　

舎
利
蔵
村
で
は
、
か
つ
て
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
跡
の
観
音
堂
の
熊
野
権
現
に
お
い
て
、「
毎
年
正
月
三
日
村
民
集
ひ
て
種
蒔
の
祭

事
を
な
す
。
呪
文
を
唱
へ
年
穀
を
祈
る
」
祭
礼
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は
な
く
、
そ
の
祭
で
唱
え
ら
れ
た
呪
文
だ
け
が
記
録
と
し
て

残
っ
て
い
る）
21
（

。」
と
い
わ
れ
る
が
、
本
木
村
祥
雲
寺
（
曹
洞
宗
）
住
職
に
拠
れ
ば
、
例
え
ば
二
〇
一
八
年
正
月
に
も
、
観
音
堂
に
お
い

て
舎
利
山
縁
起
文
の
奉
読
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
貴
重
な
奉
読
縁
起
資
料
（
写
し
）
は
筆
者
の
手
元
に
あ
る
。

　

ⅲ　

数
百
年
以
上
継
続
の
「
花
祭
り
」（
四
月
八
日
に
近
い
日
曜
日
）

　
「
観
音
堂
で
は
四
月
八
日
に
近
い
日
曜
日
に
、
釈
迦
の
誕
生
日
を
祝
う
【
花
祭
り
】
が
行
わ
れ
て
い
る
。
数
百
年
以
上
続
い
て
い
る

と
い
う
祭
で
は
、
ツ
バ
キ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
屋
根
な
ど
に
飾
り
付
け
た
木
製
の
台
座
に
、
金
属
製
の
釈
迦
像
（
二
〇
㎝
）
を
据
え
、
ひ

し
ゃ
く
で
す
く
っ
た
甘
茶
を
か
け
る）
22
（

。」
と
。

四
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ⅳ　

共
同
飲
食
・「
黄
泉
戸
喫
」（『
古
事
記
』）
想
起

　
ａ　

共
き
ょ
う

同ど
う

飲い
ん

食し
ょ
く　

　
　

　

特
定
の
機
会
に
家
族
・
親
族
・
地
域
社
会
・
職
場
・
趣
味
の
仲
間
な
ど
の
成
員
が
集
ま
っ
て
、
同
じ
飲
食
物
を
共
に
飲
食
す
る
行
為
。

共と
も

食し
ょ
く・

共
き
ょ
う

飲い
ん

共き
ょ
う

食し
ょ
くと

も
い
う
。
神
道
で
は
、
特
に
同
じ
神
を
崇
拝
す
る
集
団
（
神
職
及
び
氏
子
）
が
祭
り
の
後
な
ど
に
神
饌
や
供
物

を
共
同
し
て
飲
食
す
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、「
神
と
人
が
共
に
飲
食
す
る
こ
と
」
を
指
し
て
神し

ん

人じ
ん

共き
ょ
う

食し
ょ
く

と
も
称
す
る
。
な
お
共
食

と
対
比
さ
れ
る
の
は
、
一
人
で
の
食
事
を
「
孤
食
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
日
本
で
同
じ
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
食
べ

る
「
個
食
」
が
注
目
さ
れ
だ
し
、
家
族
の
絆
の
問
題
と
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
「
ラ
ン
チ
メ
イ
ト
症
候
群
」（
町
沢
静
夫
命
名
）

や
「
孤
食
」
も
家
族
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ｂ　
『
古
事
記
』
に
「
黄よ
も
つ
へ
ぐ
い

泉
戸
喫
」
の
話

　

伊
弉
諾
尊
・
伊
邪
那
岐
命
（
古
く
は
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
伊
弉
冉
尊
・
伊
邪
那
美
命
（
古
く
は
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
は
夫

婦
で
あ
る
。
日
本
神
話
で
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
は
火
の
神
を
生
ん
だ
た
め
に
死
に
、
夫
神
と
別
れ
て
黄
泉
国
に
住
む
よ
う
に
な
る
。

夫
の
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
は
黄
泉
国
に
行
っ
た
妻
神
を
迎
え
に
行
く
。
し
か
し
「
よ
く
来
て
下
さ
っ
た
け
れ
ど
も
、
わ
た
し
は
も
う
帰

れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
黄
泉
の
国
の
食
事
を
い
た
だ
い
て
黄
泉
の
国
の
一
員
に
な
っ
た
の
で
、
地
上
に
は
戻
れ
な
い
の
で
す
。」
と

の
話
は
贅
言
不
要
で
あ
る
。
当
故
事
話
は
、
端
的
に
は
、
集
団
の
仲
間
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
、
そ
の
集
団
の
一
員
に
な
る
と
い
う

規
範
の
語
り
で
あ
る
。
公
務
員
の
接
待
汚
職
の
背
景
的
原
理
は
想
像
で
き
る
。

　

翻
っ
て
「
こ
も
り
」
で
の
共
飲
共
食
は
、
い
の
り
・
願
い
を
同
じ
く
す
る
地
域
住
民
の
紐
帯
形
成
の
要
素
と
な
る
。
巷
間
に
い
う
一

宿
一
飯
云
々
の
言
為
は
想
像
に
難
く
な
い
。
紐
帯
は
地
区
行
政
組
織
の
結
合
と
も
な
ろ
う
。
こ
も
り
地
域
と
定
礼
（
常
礼
）
地
区
と
の

一
致
か
否
か
を
考
え
る
と
き
の
「
こ
も
り
」
の
場
面
と
根
柢
の
基
盤
が
看
取
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
舎
利
蔵
村
で
の
、
舎
利
山

四
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観
音
院
勝
寶
寺
観
音
堂
で
の
「
拾
月
祭
・
行
基
祭
」
は
、
別
項
で
も
み
る
が
、
僧
や
神
主
の
関
与
は
な
く
、
ま
た
特
別
な
儀
式
も
お
こ

な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
観
音
像
へ
の
お
供
え
と
共
同
飲
食
だ
け
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
役や

く
ど
し年

の
者
の
司
り
で
住
民
だ
け
で
天
降
神
社
の
祭

事
も
、
集
団
で
共
食
・
共
飲
共
食
の
場
・
座
が
あ
れ
ば
、
共
同
体
の
一
員
の
相
互
確
認
行
為
の
機
能
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
相
互
扶
助

思
想
も
芽
生
え
よ
う
。
定
礼（
常
札
）の
構
想
も
生
じ
得
よ
う
。
加
え
て
寺
社
の
神
仏
習
合
で
あ
る
。
絆
は
強
固
と
な
ろ
う
。（
太
字
筆
者
）

　
ｃ　
「
定
礼
」
と
「
こ
も
り
」
と
は
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い

　

否
、
表
裏
一
体
の
関
係
と
の
穿
ち
を
禁
じ
得
な
い
。
さ
ら
に
舎
利
蔵
村
の
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
観
音
堂
で
の
熊
野
権
現
に
豊
穣
を

祈
る
祭
が
毎
年
一
月
三
日
に
お
こ
な
わ
れ
、「
舎
利
山
縁
起
」
が
近
隣
の
祥
雲
寺
住
職
に
よ
っ
て
誦
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
舎
利
山
縁
起

の
文
中
に
「
行
基
」
の
名
が
見
え
て
い
る
。

八　

宗
像
郡
上
西
郷
の
本
木
村
と
舎
利
蔵
村

　

１　

本
木
村
の
祥
雲
寺
住
職
と
舎
利
蔵
村
の
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
縁
起

　

上
に
み
た
「
本
木
村
治
助
」
の
本
木
村
は
実
は
舎
利
蔵
村
と
密
接
し
て
い
る
。
寺
院
関
係
で
も
、
本
木
村
の
祥
雲
寺
（
曹
洞
宗
）
と

舎
利
蔵
村
の
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
（
跡
）
及
び
観
音
堂
（
宗
派
不
詳
、
祥
雲
寺
に
属
す
る
と
記
に
も
み
え
る
）
と
の
距
離
は
六
一
〇

ｍ
と
至
近
距
離
に
あ
る
。
観
音
堂
等
に
て
の
行
事
に
本
木
村
の
祥
雲
寺
住
職
が
係
わ
る
因
縁
も
あ
る
。
本
木
村
と
舎
利
蔵
村
と
は
行
政

区
分
は
異
な
る
が
、
ご
く
近
い
隣
接
村
で
あ
る
。
し
か
も
こ
も
り
空
間
は
連
な
っ
て
い
る
。
祥
雲
寺
の
総
代
で
「
代
々
農
業
を
生
業
と

し
て
繁
栄
を
続
け
、
約
六
百
年
以
上
に
亘
る
家
系
を
誇
る
家
柄
で
あ
り
、
地
区
屈
指
の
旧
家
」
で
あ
る
水
上
家
が
舎
利
蔵
村
に
あ
る
こ

と
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
定
礼
開
始
前
史
の
証
人
家
系
で
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

　

舎
利
蔵
村
は
「
内
務
省
が
福
岡
県
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
調
査
記
録
（
昭
和
十
年
頃
の
福
岡
県
調
査
）」
か
ら
す
れ
ば
、
定
礼
最
古
の

四
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村
で
あ
る）

23
（

。
最
古
説
に
は
異
説
が
あ
る
が
詳
細
は
今
は
省
く
。
舎
利
蔵
村
は
「
行
基
所
持
シ
玉
フ
肉
付
ノ
仏
舎
利
ヲ
塔
ニ
納
玉
フ
、
仍

テ
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
と
号
ス
」（「
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
縁
起
」（
舎
利
蔵
）（
舎
利
蔵
区
有
文
書
四）

24
（

）と
み
え
る
よ
う
に
、用
語「
仏

舎
利
」
に
由
来
す
る
行
政
名
が
舎
利
蔵
村
（
現
在　

福
岡
県
福
津
市
）
で
あ
る
。「
国
及
び
そ
の
機
関
」
で
あ
る
村
の
公
的
名
称
が
舎

利
蔵
で
あ
る
。
故
に
か
往
時
「
仏
の
お
わ
す
山
」
と
称
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
仏
教
者
に
は
聖
地
で
あ
っ
た
。
往
時
は
、
子
院
十
五
坊
を

抱
え
る
大
寺
で
、宗
像
（
郡
）
を
は
じ
め
遠
賀
（
郡
）、粕
屋
（
郡
）
方
面
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
来
た
と
い
う
。
宗
教
祭
祀
空
間
の
メ
ッ

カ
の
様
相
が
窺
わ
れ
る
。
史
上
、「
定
礼
は
、
奇
し
く
も
宗
像
、
鞍
手
、
粕
屋
の
三
郡
の
境
に
あ
る
山
村
で
、
し
か
も
お
互
い
に
近
い
。」

地
域
で
あ
る）
25
（

。
し
か
し
歴
史
上
武
士
の
戦
禍
で
、
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
は
建
造
物
は
焼
失
し
「
今
は
廃
寺
と
な
り
、
観
音
堂
な
ど
の

小
庵
が
残
る
だ
け
」
で
あ
る
。
三
郡
の
境
界
に
あ
る
三
叉
路
（trivia

）
空
間
で
あ
る
。
三
叉
路
は
全
体
の
見
渡
し
が
良
く
出
来
る
場

と
し
て
語
源
か
ら
し
て
も
洋
の
古
今
東
西
の
自
明
裡
的
な
「
常
識
」
の
語
り
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
こ
も
り
の
場
は
、
四
方
八
方
を
俯

瞰
す
る
に
適
所
で
あ
る
。
津
波
の
避
難
場
所
等
で
も
あ
る
用
語
「
社
」
は
文
字
学
か
ら
い
っ
て
も
意
味
深
い
。
社
寺
の
こ
も
り
の
堂
は

重
要
で
あ
る
。

　

ⅰ　

舎
利
蔵
村
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
（
跡
）
に
つ
い
て

　

ⅰ･

ａ　
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の
「
舎
利
倉マ

マ

村
」
の
項
の
記
に

産
神
ハ
裏
糟
屋
郡
薦
野
村
天
降
天
神
也
、
此
村
慶
長
の
頃
迄
ハ
糟
屋
郡
の
内
に
て
米
多
比
村
ニ
隷
せ
り
、
其
後
当
郡
内
と
な
り
、
粕
屋
郡
に
接
し
て

山
の
間
ニ
あ
る
村
也
、
此
地
田
圃
肥
饒
な
る
亊
、
国
中
第
一
二
の
土
品
な
る
由
本
編
ニ
見
へ
た
り
、
村
中
ニ
舎
利
山　

勝
寶
寺
と
云
古
寺
の
跡
有
、

村
の
名
も
是
よ
り
起
れ
り
、（
中
略
）

○
舎
利
山
勝
寶
寺
址　

水
上
ニ
在
、
養
老
二
年
行
基
開
基
の
寺
に
て
仏
舎
利
を
安
置
せ
し
と
云
り
、
昔
時
、
子
院
も
十
五
坊
有
し
と
云
フ
坊
号
、
今
村
中

所
？
ニ
残
れ
り

今
は
廃
絶
し
て
観
音
堂
并
小
庵
の
ミ
あ
り
て
勝
宝
庵
と
云
フ
鐘
銘
ニ
ハ
正

法
庵
ニ
作
ル

本
尊
十
一
面
観
音
ハ
行
基
の
作
也
と
云
、
行
基
の
木
像
を
も
側
ニ
安
置
す
、
寺

内
凡
四
百
五
十
坪
程
あ
り
、
今
ハ
禅
宗
本
木
村
祥
雲
寺
ニ
属
す
、
此
処
村
中
ニ
有
て
、
林
木
蓊
欝
ニ
細
泉
の
流
絶
す
、
市
塵
を
隔
て
霊
区
也
、
堂
の

後
ニ
熊
野
権
現
社
あ
り
、
此
社
に
て
毎
年
正
月
三
日
、
村
人
集
ひ
て
種
蒔
の
祭
と
云
亊
を
な
す
、
呪
文
を
唱
へ
年
穀
を
祈
る
例
也）
26
（

（
太
字
筆
者
）
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と
み
え
る
。
福
津
市
舎
利
蔵
村
に
在
る
勝
寶
寺
は
、
隣
接
の
同
じ
く
福
津
市
の
本
木
村
に
在
る
祥
雲
寺
（
可
久
山　

祥
雲
寺
、
曹
洞
宗
）

と
の
距
離
は
六
一
〇
ｍ
だ
が
、
勝
寶
寺
に
最
も
近
い
の
は
隣
接
の
古
賀
市
在
の
「
瑠
璃
光
山
行
基
院
、
清せ

い

瀧り
ゅ
う

寺じ

、
天
台
宗
」
で
あ
り

五
六
〇
ｍ
で
あ
る
。
地
理
的
に
も
最
も
近
く
、同
時
に
「
行
基
院
」
と
の
呼
称
は
行
基
と
は
因
縁
深
い
。
し
か
し
勝
宝
寺
（
跡
）
は
「
今

ハ
禅
宗
本
木
村
祥
雲
寺
ニ
属
す
」
る
の
で
あ
る
。

　

ⅰ･

ｂ　
『
筑
陽
記
』
の
記
に
「
舎
利
蔵
村　

弁
財
天
社　

観
音
堂
」
と
み
え
る）

27
（

。

　

ⅰ･

ｃ 　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
記
に
「
舎
利
倉マ

マ

村　

山
の
か
た
ハ
ら
に
あ
る
村
也
、
此
地
田
圃
肥
饒
な
る
亊
、
国
中
第
一
二
の
上

品
也
」
と
み
え
る）

28
（

。

　

ⅰ･

ｄ　
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
の
記
に

舎
利
蔵
村
本
編
に
出
た
り
、
産
神
は
糟

屋
郡
薦
野
村
天
降
天
神
な
り　

○
貴
船
社
マ
ヘ
ダ　

弁
才

天
・
毘
沙
門
相
殿

、
○
観
音
堂
ミ
ナ
カ
ミ　

三
間
四
面　

本
尊
観
音
三
十
三
仏
行
基
の
作

と
い
ふ

弥
陀
の
三
尊
及
行
基
の
木
像
を
も
安
置
す
、
此
地

昔
ハ
舎
利
山
勝
宝
寺
と
い
へ
る
寺
あ
り
し
跡
な
り
、
養
老
二
年
行
基
の
開
基
に
て
昔
ハ
さ
ば
か
り
の
大
寺
な
り
し
に
や
、
子
院
も
十
五
坊
其
址
谷
の
内

に
残
れ
り

あ

り
し
と
い
ふ
、
今
ハ
衰
廃
し
て
其
時
の
観
音
仏
の
ミ
残
れ
り
、
堂
守
の
庵
を
勝
宝
庵
と
い
ふ
、
釈
迦
地
蔵
を
安
置
す
、
本
木
村
祥
雲
寺
に
属
せ
り
、

境
内
に
熊
野
社
・
天
満
宮
・
祇
園
社
・
大
日
堂
あ
り
（
後
略
）」

と
み
え
る）

29
（

。

　

ⅰ･

ｅ　

本
木
村　

祥
雲
寺
：
『
筑
前
國
続
風
土
記
拾
遺
』
巻
之
三
十
八
の
「
宗
像
郡　

下　

本
木
村
」
の
記
に
「
○
祥
雲
寺　

可

久
山
と
号
す
。
谷
鞘
に
在
。
幽
僻
に
し
て
愛
す
へ
し
。
禅
宗
洞
家
博
多
明
光
寺
に
属
せ
り
。
應
永
三
十
一
年
一
四
二
四　

明
光
寺
二
世

僧
天
性
開
基
せ
り
と
い
ふ
。
宗
像
家
の
時
代
二
町
の
寺
産
有
。
今
ハ
寺
産
な
し
。」
と
み
え
る
。

四
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ⅱ　

舎
利
蔵
村
の
『
拾
月
祭
』（
福
岡
県
文
化
財
指
定
、
昭
和
三
十
五
年）

30
（

。）

　

ⅱ
・
ａ･

①　

祭
祀
組
織
『
拾
月
祭
』
の
呼
称
「
十
月
祭
」・「
行
基
祭
」
考

　

舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
跡
観
音
堂
で
の
『
拾
月
祭
』
に
つ
い
て
『
福
間
町
史　

資
料
編
四
』
に
次
の
記
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
舎
利

蔵
で
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
か
ら
の
『
拾
月
祭
』
と
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
以
来
の
『
天
降
神
社
御
祭
』
を
載
せ
た
。
前

者
が
十
月
祭
ま
た
は
行
基
祭
、
後
者
が
宮
座
と
呼
ば
れ
、
今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
本
木
川
上
流
の
山
間
部
に
位
置
す
る
舎
利
蔵
は
、

文
禄
年
間
（
一
五
九
二
〜
九
五
）
は
粕
屋
郡
米ね

多た

比び

村
の
う
ち
に
属
し
て
い
た
が
、
後
に
分
村
し
て
宗
像
郡
に
属
し
、「
慶
長
国
絵
図
」

で
は
一
七
〇
石
余
、「
元
禄
国
絵
図
」
で
は
一
九
四
石
余
の
村
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
期
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
の
村
高

も
一
九
四
石
余
、
田
八
町
八
反
余
、
畑
一
五
町
九
反
余
、
戸
数
は
二
七
軒
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
の
調
査
に
よ
る
戸
数
も
二
六
軒
で
あ

り
、
戸
数
は
寛
政
期
か
ら
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
る
。
山
間
部
に
あ
る
が
村
位
は
高
く
、「
国
中
第
一
二
ノ
品
ニ
下
ラ
ス
」「
居
民
貧
シ
カ
ラ

ス
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る）
31
（

。
興
味
深
い
の
は
「
行
基
祭
」
と
の
記
で
あ
る
。
十
月
祭
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
『
福
間
町
史　

資
料
編

四
』
は
記
し
て
い
る
。

十
月
祭
は
、「
養
老
二
年（
七
一
八
）に
行
基
が
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
舎
利
山
勝
宝
寺
跡
の
観
音
堂
で
開
か
れ
て
い
る
。
文
化
十
一
年（
一
八
一
四
）

か
ら
調
査
が
始
ま
っ
た
」。『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
は
、「
舎
利
山
勝
宝
寺
跡　

水
上
に
在
る
、
養
老
二
年
行
基
開
基
の
寺
に
て
仏
舎
利
を
安

置
せ
し
と
い
へ
り
。
昔
時
子
院
十
五
坊
有
し
と
い
ふ
。
今
ハ
廃
絶
し
て
観
音
堂
並
に
小
庵
の
み
あ
り
て
勝
宝
庵
と
い
ふ
。
本
尊
十
一
面
観
音
像
ハ
行

基
の
作
也
と
云
（
後
略
）」
で
「
水
上
」
と
い
う
記
が
み
え
る
。
現
在
の
堂
内
に
安
置
さ
れ
る
「
十
一
面
観
音
像
は
、
江
戸
期
に
作
成
さ
れ
た
一
木

造
の
像
で
有
り
（
八
六
・
二
糎
）、
そ
の
前
で
十
月
祭
は
開
か
れ
て
い
る
。
僧
や
神
主
の
関
与
は
な
く
、
ま
た
特
別
な
儀
式
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、

観
音
像
へ
の
お
供
え
と
共
同
飲
食
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

天
正
三
年
か
ら
十
月
祭
の
当
番
名
を
書
き
継
い
で
き
た
『
十
月
祭
』
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
福
岡
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
」
記
載
形
式
は

（
略
）
当
初
は
「
番
号
と
人
名
を
記
す
だ
け
で
あ
る
が
、
七
一
番
か
ら
「
酉
ノ
年
」
と
干
支
を
書
き
、
二
五
〇
番
か
ら
は
「
文
正
八
年
酉
年
改
ル）
32
（

」」
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と
年
号
が
付
さ
れ
る
。
文
政
八
年
か
ら
逆
算
す
る
と
一
番
は
天
正
三
年
に
合
致
す
る
。（
た
だ
し
、
弘
化
元
年
に
二
六
四
番
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
、

二
七
四
番
と
誤
記
し
、
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
）。『
拾
月
祭
』
の
帳
簿
は
も
と
も
と
巻
紙
形
式
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
〇
番
前
後
の
延
宝
期

（
一
六
七
三
〜
八
〇
）
か
ら
今
日
の
書
冊
形
態
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
当
番
者
の
呼
び
方
は
「
明
示
三
十
二
年
か
ら
座
元
と
記
す
よ
う
に
な
る
が
、

以
前
は
不
明
」
で
あ
る
。
人
数
は
、「
右
に
あ
る
よ
う
に
二
人
制
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
か
ら
一
人
当
番
と
な
る
。
慶
長
期
ま

で
の
構
成
員
は
一
四
人
で
あ
り
、
寛
永
期
か
ら
一
五
人
固
定
し
、
明
治
期
ま
で
続
く
。
そ
し
て
大
正
・
昭
和
期
に
は
一
八
人
に
増
加
」
し
て
い
る
。

祭
日
は
「
嘉　

永
元
年
申
十
月
十
八
日
」
と
あ
り
、
今
も
十
月
十
八
日
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
「
仏
教
寺
院
の
観
音
堂
で
、『
拾
月
祭
』
の
座
が
組
織
さ
れ
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
よ
り
四
百
年
以
上
に
わ
た

る
帳
簿
（
い
わ
ゆ
る
祭
座
帳
）
が
遺
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
当
番
者
の
呼
び
方
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
「
座
元
」
と
な
る
が
、
以

前
は
不
明
と
い
う）

33
（

。
祭
座
で
地
区
連
帯
の
精
神
的
な
語
り
、
村
落
の
い
ろ
い
ろ
な
決
定
事
項
が
語
ら
れ
祈
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ

う
。
話
題
は
、
農
耕
の
こ
と
、
病
気
の
こ
と
、
飢
饉
の
こ
と
、
水
害
等
稲
作
を
め
ぐ
る
等
山
積
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
「
天
正
三
年
拾
月
起
拾
月
祭
座
帳
」
の
「
原
本
は
舎
利
蔵
区
集
落
セ
ン
タ
ー
に
有
り
、自
治
会
が
管
理
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
」

（
福
津
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課　

南
時
夫
氏
）。
ま
た
「
舎
利
山
縁
起）
34
（

」
の
原
本
は
前
記
「
天
正
三
年
の
祭
座
帳
と
同
様
、
舎
利
蔵
区

集
落
セ
ン
タ
ー
で
自
治
会
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
一
月
三
日
は
、
舎
利
山
縁
起
が
近
隣
の
祥
雲
寺
住
職
に
よ
っ
て
誦
ま
れ
」
て

い
る
（
前
掲
南
時
夫
氏
。
祥
雲
寺
住
職　

毛
井
正
就
氏
）。

　

ま
た
十
月
十
八
日
に
は
、「
拾
月
祭
と
称
し
、
山
・
海
・
野
の
も
の
を
お
供
え
と
し
て
、
盛
大
に
直
会
が
営
ま
れ
、
こ
の
座
を
仕
切

る
三
人
の
座
持
の
氏
名
、
献
立
な
ど
が
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
よ
り
四
百
年
以
上
祭
座
帳
と
し
て
記
録
」（
前
掲
南
時
夫
氏
）
さ

れ
て
き
て
い
る
。
農
村
祭
祀
の
民
俗
資
料
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
、
福
岡
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
勝
寶

寺
跡
境
内
の
観
音
堂
で
、
一
月
三
日
は
祥
雲
寺
住
職
が
舎
利
山
縁
起
を
読
誦
し
、
当
年
の
豊
作
を
願
い
祈
る
。
飢
饉
な
ど
無
き
よ
う
に

と
。
結
果
の
出
る
十
月
に
は
、
感
謝
祭
を
行
う
。
感
謝
の
祈
り
で
あ
る
。
観
音
堂
は
農
村
の
経
済
的
安
定
を
祈
願
し
感
謝
す
る
と
い
う

四
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聖
と
俗
と
を
架
橋
す
る
祈
り
・
籠
り
の
祭
祀
空
間
・
場
で
あ
る
。
大
人
や
子
供
達
へ
の
日
常
生
活
や
非
日
常
の
冠
婚
葬
祭
に
対
す
る
目

配
り
や
思
い
を
遣
る
場
で
あ
る
。

　

ⅱ
・
ａ･

②
「
舎
利
山
観
音
院
勝
宝
寺
縁
起
」（
舎
利
蔵
）（
舎
利
蔵
区
有
文
書
四
）
の
記
（
全
文
）

抑
、
宗
像
郡
舎
利
蔵
村
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
（（
宝
））
寺
ハ
、
人
王
四
十
五
代
聖
武
天
皇
神
亀
元
年
、
行
基
菩
薩
ノ
開
闢
ナ
リ
、
今
于マ
マ

ニ
丹
治
姓
薦

野
氏
式
部
少
輔
峯ミ
ネ
ノ
ブ延
願
主
ト
シ
テ
頻シ
キ
リニ
テ
ツ

レ
天
聴
一
ニ
行
基
菩
薩
ヺ
招
待
セ
リ
。

行
基
ハ
泉
州
大
鳥
ノ
人
、
姓
ハ
高
志
氏
、
天
智
天
皇
七
年
ニ
誕
生
、
天
平
廿
有
一
年
二
月
二
日
春
秋
八
十
二
歳
、
於
二
菅
源
寺
ニ
一
入
寂
玉
フ
、
元
亨

釈
書
ニ
詳
ナ
リ
、
往
レ（マ
マ
）

昔
当
国
ノ
探
題
丹
治
姓
薦
野
氏
式
部
少
輔
峯
延
朝
臣
ハ
天
皇
十
三
代
ノ
裔
、
元
正
・
聖
武
ノ
二
代
ニ
歴
任
シ
、
気
稟
秀
徹

ニ
シ
テ
武
勇
ノ
誉
天
下
ニ
普
ク
仁
政
智
謀
ノ
良
将
ナ
リ
、
薦
野
ノ
内
臼
カ
嶽
ニ
居
城
シ
玉
フ
、
常
ニ
三
宝
ヲ
帰キ
シ

テ
日
課
甚
多
、
在
時
峯
延
家
臣
ヲ
集

テ
語
リ
玉
ク
、
吾
レ
作
（（
昨
））
夜
月
闌タ
ケ
ナ
ワニ
シ
テ
四
方
物
静
ナ
ル
ニ
夢ユ
メ

ト
モ
ナ
ク
現ウ
ツ

ト
モ
ナ
ク　

異
形
ノ
老
翁
忽
然
ト
来
リ
告
テ
曰
ク
、
我
此
地

ニ
垂ス
イ
セ
キ跡
一
万
歳
、
一
切
衆
生
爲
メ
二
済
度
ノ
一
南
方
補
陀
落
ク
山
ヨ
リ
来
ヌ
、
サ
レ
ド
モ
未
ダ
二
我
レ
知
レ
汝
一
、
宝
祚
重
栄
、
国
家
安
全
、
子
孫
繁
栄

ノ
思
ハ
此
地
ニ
一
宇
ノ
伽
藍
ヲ
可
二
建
立
一
、
此
地
ハ
是
前
仏
成
道
ノ
地
ナ
リ
、
行
基
菩
薩
ハ
此
レ
則
救
世
ノ
薩
藉ス
イ

ナ
リ
、
諸
州
ヲ
行
脚
シ
所
〻
ニ
仏

閣
を
造
立
シ
仏
像
ヲ
刻
彫
ス
、
今
幸
ニ
筑
ノ
後　

州
石
垣
山
観
音
寺
ニ
在
ス
、
急
此
僧
ヲ
請
シ
テ
伽
藍
ヲ
可
二
建
立
ス
一
、
必
心
願
円
満
ナ
ラ
ン
、
我

又
守
護
ノ
神
ト
成
テ
仏
法
ヲ
擁
護
ス
ベ
シ
ト
、
告
終
リ
テ
夢
ノ
醒サ
ム

ル
ガ
如
シ
今
ノ
老
翁
ハ
鎮
守
熊

野
三
所
権
現
是
ナ
リ

家
臣
等
竒
特
ノ
霊
夢
ナ
ル
コ
ト
ヲ
感
ジ
テ
頻
ニ
堂
宇
造
作

ヲ
勧
ム
、
峯
延
軍
議
一
致
セ
リ
ト
悦
ビ
行
基
ノ
来
儀
ヲ
待
給
ヒ
ヌ
、
其
比
行
基
ハ
筑
ノ
後
州
竹
ノ
郡
石
垣
山
観
音
寺
ヲ
開
玉
フ
ト
聞
テ
急
ギ
上
座
郡

ニ
出
向
ヒ
ヌ
、
菩
薩
ハ
観
音
寺
成
就
シ
テ
し
て
当
国
ニ
趣
キ
玉
フ
カ
、
此
郡
ニ
シ
テ
面
竭ケ
ツ

シ
霊
夢
ノ
始
終
ヲ
委
ク
語
申
サ
レ
ケ
レ
バ
、
生
仏
感カ
ン

応ヲ

ノ

告
不
レ
可
二
黙
止
一
ト
テ
峯
延
ヺ
伴
ヒ
直
ニ
此
地
ニ
来
リ
、
山
勢
地
形
ヺ
巡
見
シ
玉
フ
ニ
森
々
タ
ル
茂ホ
ウ

林
ハ
沙
羅
双
樹
ノ
粧ヨ
ソ
ヲヒ
、　

淡
々
タ
ル
流
水
ハ

跋
堤
河ツ
ダ

ニ
異
ナ
ラ
ズ
最
勝
ノ
霊
地
ナ
リ
ト
テ
仏
閣
ヺ
建
立
シ
仏
像
ヺ
刻
彫
シ
玉
フ
、
釈
迦
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
権
現
堂
・
祇
園
の
社
・
弁
財
天
・
観
世

音
各
一
刀
三
礼
ナ
リ
、
中
堂
、
講
堂
、
舎
利
塔
、
鐘
楼
堂
、
寺
中
ノ
僧
坊
十
五
箇
寺
、
峯
延
則
薪　

水
ノ
領
ト
テ
当
郡
ノ
内
津
丸
村
・
久
末
村
・
内

殿
村･

上
西
郷
（
村
脱
カ
）・
下
西
郷
村
ノ
間
ニ
テ
三
十
丁
田
地
寄
附
セ
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
爲
二
子
孫
繁
栄
一
六
時
ノ
勤
行
、
常
法
華
転
読
ノ
般
若
、
月
々

ノ
論
議
、
秘
密
ノ
勤
行
、
無
二
怠
慢
一
、
行
基
此
寺
ニ
住
シ
玉
フ
コ
ト
数
年
、
在
時
踊
躍
シ
テ
曰
ク
、
今
既
ニ
伽
藍
成
就
セ
リ
、
今
ヨ
リ
後
末
代
ニ
至

マ
デ
毎
年
正
月
三
日
ヨ
リ
同
六
日
マ
デ
五
穀
成　

熟
ノ
種
蒔
ヺ
可
二
執
行
一

○
シ
ウ
シ
ヤ
ウ
コ
ン
ク
ワ
ン
ヲ
コ
ナ
イ
テ
天
ソ
ク
サ
ン
ヨ
リ
冨
ク
タ
リ
地
ヨ
リ
ホ
ウ
シ
ヲ
イ
ノ
ホ
リ
君
チ
ヤ
ウ
リ
ヤ
ウ
サ
ン
ニ
ヤ
ウ　

如
意
ノ
冨
ナ

レ
ハ
フ
レ
リ
ヤ
〻
〻

五
〇



○
シ
ウ
シ
ヤ
ウ
コ
ン
ク
ワ
ン
ヲ
コ
ナ
イ
テ
宝
水
川
ノ
流
ニ
テ
千
万
町
ニ
カ
ケ
ム
カ
エ
チ
ト
セ
ノ
秋
ノ
ミ
タ
ネ
マ
キ
マ
ケ
ド
モ
〻
〻
ツ
キ
モ
セ
ズ
コ
レ

ヤ
〻
〻
冨
フ
レ
リ
〻
〻

○
シ
ウ
シ
ヤ
ウ
コ
ン
ク
ワ
ン
ヲ
コ
ナ
イ
テ
田
ノ
ウ
ラ
コ
ト
ニ
ウ
ケ
ト
リ
テ
大
ロ
ク
天
ノ
カ
マ
ヲ
ト
リ
千
代
フ
ル
ミ
ク
ラ
ニ
納
置
妻
子
ケ
ン
ソ
ク
ヤ
ウ

ユ
ク
ス
フ
レ
リ
ヤ
〻
〻
冨
フ
レ
リ
〻
〻

ト
言
テ
転テ
ン
ト
ウ倒
ス
、
一
日
一
夜
ヲ
期
シ
テ
正
念
ス
鎮
守
権
現
鄙
賤
ノ
身
ニ
託

シ
寿
ヲ
示
シ
玉
ウ
ト
ナ
リ

末
代
ノ
則
本
地
観
世
音
菩
薩
ナ
リ
、
又
行
基
所
持
シ
玉
フ
肉
付
ノ
仏
舎
利
ヲ
塔
ニ
納

玉
フ
、
仍
テ
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
ト
号
ス
、
本
尊
ノ
霊
験
ヲ
聞
テ
歩
ヲ
運
ブ
者
群
集
セ
リ
、
元
暦
年
中
諸
国
兵
乱
不
レ
穏
、　

峯
延
ヨ
リ
廿
代
ノ
末

丹
治
太
夫
峯
増マ
ス

、
今
薦
野
ノ
内
臼
カ
城
ニ
在
住
セ
ラ
レ
ケ
ル
ガ
鎌
倉
勢
ニ
襲
レ
ケ
ル
時
、
堂
閣
僧
坊
一
宇
モ
不
レ
残
焼
失
ス
、
城
主
東
勢
ト
戦
コ
ト

数
日
、
峯
増
長
策
ヲ
廻
シ
寄キ

ヨ乎
ノ
大
勢
ヲ
追
払
ヒ
数
度
ノ
合
戦
ニ
勝
利
ヲ
得
玉
ヒ
ヌ
、
其
頃
ノ
兵
火
ニ
宝
物
旧
記
不
レ
残
焼
失
ス
、
種
好
具
足
ノ
仏

体
ハ
雲
ニ
乗
ジ
テ
飛
去
リ
玉
ヒ
ヌ
、
不
思
議
ナ
リ
シ
コ
ト
ト
モ
ナ
リ
、
軍
散
シ
テ
後
、
当
山
ノ
辰
巳
ニ
当
テ
夜
々
光
ア
リ
ケ
レ
バ
、
邑
民
怪
シ
ク
思

ヒ
攀ヨ
ジ
ノ
ボ
ル登テ
見
レ
バ
、
弥
陀
・
観
音
・
三
所
権
現
・
弁
財
天
ノ
像
皆
山
上
ニ
御
座
シ
ケ
リ
、
其
後
村
長
一
宇
ヲ
造
立
セ
リ
、
堂
楼
僧
坊
今
ハ
民
屋
ト
成

テ
、
月
々
ノ
講
演
モ
打
絶
六
時
精
進
ノ
勤
行
モ
怠
レ
リ
、
唯
一
宇
ノ
艸
庵
、
寺
号
ノ
ミ
残
レ
リ
、
後
人
ノ
恨
み
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ
テ
禿ト
ク

筆
ヲ
不
レ

恥
其
興
廃
ヲ
記
而
已
（（
ノ
ミ
））

　

于
時
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
在
年
乙
酉
二
月
中
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
甚
右
衛
門
氏
重
謹
而
于
贅

　

こ
の
文
書
は
「
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）」
版
で
あ
り
『
福
間
町
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る）
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。
な
お
「
安
政
四
年
」
版
も
あ
る
が
安

政
四
年
の
翻
刻
文
は
町
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
宝
永
二
年
は
奇
し
く
も
伊
勢
詣
で
大
流
行
の
年
で
あ
る
。
日
本
の
全
人
口
三
千
万

余
の
一
割
の
三
百
万
余
が
、
四
月
〜
五
月
の
一
ヶ
月
の
間
に
伊
勢
の
神
宮
に
参
詣
し
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
舎
利
蔵
で
は
、天
降
神
社（
神
亀
元
年=

七
二
四
年
）よ
り
も
勝
宝
寺
跡
の
観
音
様（
註
：
観
音
堂
）の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

繰
り
返
す
が
、毎
年
一
月
三
日
に
は
、村
民
が
集
う
中
、本
木
の
曹
洞
宗
祥
雲
寺
住
職
（
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
と
の
距
離
六
一
〇
メ
ー

ト
ル
。
平
成
三
十
年
一
月
三
日
現
在
、住
職
は
毛
井
正
就
氏
、福
津
市
本
木
）
に
よ
り
舎
利
山
縁
起
が
誦
ま
れ
、そ
の
年
の
豊
年
を
願
う
。

　

古
野
が
い
う
「
宗
像
人
は
概
し
て
仏
教
の
熱
心
な
信
者
で
は
な
い
よ
う
だ
。」
と
は
様
相
が
違
っ
て
、
肝
腎
な
舎
利
蔵
定
礼
地
区
に

お
け
る
祭
事
で
は
、
仏
教
の
熱
心
な
信
者
と
い
え
て
こ
よ
う
。

五
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２　

祭
祀
組
織
『
天
降
神
社
御
祭
』・
宮
座
考

　
『
福
間
町
史　

資
料
編　

四　

宮
座
関
係
資
料
』
の
「
二　

舎
利
蔵
区
」
の
項
に
次
の
記
が
み
え
る
。

ま
た
宮
座
の
『
天
降
神
社
御
祭
』
に
は
「
抑
三
百
余
年
ニ
相
成
候
処
、
去
ル
明
治
十
七
年
焼
失
ニ
テ
帳
簿
等
も
相
改
申
候
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
古
帳

の
焼
失
に
よ
っ
て
、新
た
に
作
ら
れ
た
帳
簿
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。明
治
十
七
年
か
ら
の「
座
当
番
」名
が
書
き
継
が
れ
、同
年
は「
三
百
十
七

年
ノ
座
」
で
あ
る
と
す
る
。
古
帳
が
残
っ
て
お
れ
ば
、
十
月
祭
と
同
時
期
に
始
ま
っ
た
祭
礼
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
古
帳
は
現
存
し

な
い
。
明
治
十
七
年
以
来
の
構
成
員
は
二
七
人
で
あ
り
、
明
治
初
年
の
戸
数
が
二
六
軒
で
あ
っ
た
か
ら
、
ほ
ぼ
全
員
参
加
に
よ
る
宮
座
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
十
月
祭
は
明
治
期
ま
で
一
五
人
の
交
替
で
あ
っ
た
。

宮
座
が
開
か
れ
る
天
降
神
社
は
も
と
か
ら
舎
利
蔵
に
あ
っ
た
の
で
な
く
、
隣
接
す
る
粕
屋
郡
薦
野
の
天
降
神
社
を
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
勧
請

し
た
も
の
で
あ
る
。
薦
野
の
天
降
神
社
は
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
の
創
立
と
い
わ
れ
、
薦
野
・
米
多
比
（
粕
屋
郡
）、
舎
利
蔵
（
宗
像
郡
）
の
三
カ

村
を
氏
子
区
域
と
し
た
。
確
か
に
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
建
立
の
鳥
居
に
は
「
三
箇
村
産
子
中
」
と
あ
り
最
近
ま
で
舎
利
蔵
の
氏
子
総
代
が

薦
野
の
天
降
神
社
祭
礼
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う）
36
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。

　

３　

舎
利
蔵
の
祭
礼

　
「
舎
利
蔵
の
祭
礼
は
十
月
祭
（
行
基
祭
）、
宮
座
の
ほ
か
に
、（
四
月
に
）
観
音
堂
で
の
花
祭
り
（
グ
ラ
ビ
ア
）」
な
ど
が
あ
り
、
ま
た

か
つ
て
観
音
堂
の
熊
野
権
現
に
お
い
て
、「
毎
年
正
月
三
日
村
民
集
ひ
て
種
蒔
の
祭
と
い
ふ
事
を
な
す
。
呪
文
を
唱
へ
年
穀
を
祈
る
」

祭
礼
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は
な
く
、
そ
の
祭
で
唱
え
ら
れ
た
呪
文
だ
け
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る）
37
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。」
と
あ
る
が
、
し
か
し
、

別
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
一
八
年
正
月
に
は
「
舎
利
山
観
音
院
勝
宝
寺
縁
起
」
を
奉
読
（
祥
雲
寺
住
職
）
が
成
さ
れ
た
と
筆
者
は

聞
い
た
。

　

ⅰ　

舎
利
蔵
村
の
『
拾
月
祭
』（「
十
月
祭
」・「
行
基
祭
」）
と
『
天
降
神
社
御
祭
』
の
「
座
」
の
帳
簿
（
祭
座
帳
等
）

　

舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
観
音
堂
で
は
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
よ
り
四
百
年
以
上
祭
座
帳
が
今
な
お
綴
ら
れ
自
治
体
で
管
理
さ
れ

五
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て
き
て
い
る
と
い
う
。
往
古
よ
り
の
記
録
は
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
宮
座
の
方
も
「
明
治
十
七
年
焼
失
ニ
テ
帳
簿
」
が
消
失
し
、

新
に
帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
三
百
十
七
年
ノ
座
」
と
い
う
歴
史
の
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。
寺
院

と
神
社
と
の
神
仏
習
合
の
空
間
的
広
が
り
が
歴
史
的
に
も
遡
及
・
推
定
さ
れ
よ
う
。
祭
座
帳
乃
至
は
帳
簿
は
、
三
百
年
〜
四
百
年
に
ま

で
遡
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
祈
り
か
つ
帳
簿
作
成
に
係
わ
る
「
籠
り
堂
」
で
の
「
こ
も
り
」
の
「
座
」
は
定
礼
を
構

想
す
る
場
面
と
根
柢
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
穿
ち
を
筆
者
は
禁
じ
得
な
い
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
と
め

　

定
礼
制
度
は
、
九
州
筑
前
の
神
郡
宗
像
地
区
に
古
く
か
ら
根
付
い
て
い
た
貧
富
分
相
応
の
保
険
料
（
米
）
で
、
貧
富
差
別
無
く
最
高

の
医
療
を
受
診
出
来
る
と
い
う
画
期
的
相
互
扶
助
制
度
で
あ
り
、
し
か
も
医
者
と
庶
民
と
の
強
い
紐
帯
が
あ
っ
た
。
定
礼
（
常
礼
）
の

仕
組
み
が
昭
和
十
年
当
時
の
内
務
省
保
険
局
調
査
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
制
度
設
計
の
下
地
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

定
礼
は
行
政
区
画
的
で
行
政
目
的
的
で
あ
る
。
舎
利
蔵
の
こ
も
り
は
精
神
空
間
で
「
一
定
の
地
域
的
範
囲
の
上
に
、
人
々
が
住
む
環

境
基
盤
、
地
域
の
暮
し
、
地
域
の
自
治
の
仕
組
み
を
含
ん
で
成
立
し
て
い
る
生
活
共
同
体
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー）
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」
で
あ
る
と
い
え
ま
い

か
。
こ
も
り
が
尽
十
方
界
を
思
惟
し
、
い
の
り
、
現
実
の
四
大
（
身
体
）
の
具
体
的
問
題
解
決
の
制
度
設
計
・
定
礼
と
い
う
処
方
箋
を

具
体
的
に
案
出
・
提
示
し
た
と
い
え
ま
い
か
。
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

国
が
福
岡
県
に
命
じ
た
調
査
で
、
宗
像
の
定
礼
の
最
も
古
い
と
し
た
舎
利
蔵
村
で
は
『
拾
月
祭
』（「
十
月
祭
」・「
行
基
祭
」）
や
『
天

降
神
社
御
祭
』
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
祭
礼
と
宮
座
で
あ
る
。「
行
基
祭
」
と
い
う
言
為
は
彼
の
思
考
と
行
動
、
生
育
環
境
で
の
学

習
性
に
関
す
る
彼
の
視
野
へ
と
誘
わ
れ
、
行
基
の
往
時
の
業
績
即
ち
困
窮
者
救
済
施
設
の
造
営
、
舎
利
山
観
音
院
勝
寶
寺
等
寺
院
建
立
、

搬
送
労
役
救
済
の
た
め
の
架
橋
工
事
等
は
、
先
端
的
知
識
技
能
を
有
し
て
い
た
職
能
集
団
社
会
で
生
育
し
た
教
育
環
境
か
ら
獲
得
し
た

五
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思
考
と
行
動
の
智
慧
が
応
用
仏
教
と
し
て
具
現
化
し
た
具
体
物
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
往
時
、
行
基
が
作
詩
し
た
と
伝
わ
る

伊
勢
の
神
宮
境
内
で
「
間
の
山
節
」（「
涅
槃
四
句
」
の
偈
文
に
よ
っ
て
唱
歌
数
種
を
作
詩
し
た
内
の
一
つ
）
を
比
丘
尼
（
御
師
の
妻
）

達
に
唄
わ
せ
た
。
そ
の
「
間
の
山
節
」
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
歌
で
あ
り
浮
屠
に
「
神
前
に
入
事
を
許
さ
ず
」
と
す
る
神
宮

内
で
歌
わ
せ
る
気
概
は
驚
き
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
が
人
々
の
琴
線
に
触
れ
な
が
ら
時
代
を
下
り
江
戸
期
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
の
伊

勢
詣
で
の
大
流
行
を
経
て
現
今
の
巷
間
に
も
伝
わ
る
。
行
基
作
詩
と
も
気
付
か
ず
に
現
今
に
歌
っ
て
い
る
。
想
像
の
及
び
付
か
な
い
時

空
で
行
基
は
俗
世
の
人
々
の
生
を
動
機
づ
け
て
い
る
と
い
え
ま
い
か
。
な
ら
ば
舎
利
蔵
の
観
音
堂
で
の
「
こ
も
り
」
に
お
け
る
「
い
の

り
」・「
祈
願
」・「
祭
事
」
に
、
間
接
的
で
あ
れ
行
基
は
何
か
を
伝
え
託
し
て
は
居
な
い
か
、
関
与
し
て
い
な
い
か
、
否
か
と
の
素
朴
な

穿
ち
を
禁
じ
得
な
く
な
る
。
単
な
る
観
念
論
に
終
始
し
な
い
で
、
敢
え
て
言
え
ば
実
念
論
的
に
も
考
え
て
、
実
用
的
・
実
学
的
な
医
療

倫
理
と
医
療
経
理
上
の
習
合
的
問
題
解
決
策
と
し
て
定
礼
（
常
礼
）
を
醸
成
す
る
智
慧
を
働
か
せ
る
契
機
を
遠
く
か
ら
人
々
に
与
え
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
の
穿
ち
を
筆
者
は
禁
じ
得
な
い
。
こ
も
り
・
祈
り
の
世
界
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
行
基
は
仏
教

者
が
上
求
菩
提
・
修
行
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
巷
間
に
下
化
衆
生
・
具
体
的
に
活
動
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
人
物
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
数
多
あ
る
。
本
稿
は
覚
書
で
あ
り
素
描
で
あ
る
。

　

本
稿
（
管
窺
）
で
扱
わ
な
か
っ
た
他
の
定
礼
（
常
礼
）
地
区
及
び
こ
も
り
地
域
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
皆
様
の

ご
教
示
を
切
に
願
い
ま
す
。

附
記

本
稿
作
成
に
際
し
、
福
岡
県
福
津
市
教
育
委
員
会
（
教
育
長　

柴
田
幸
尚
氏
、
文
化
財
課
文
化
財
係　

南
時
夫
氏
）
に
は
、『
福
間
町
史
』（
全
六
巻
）

の
資
・
史
料
に
関
し
て
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
福
津
市
本
木
の
祥
雲
寺
住
職 

毛
井 

正
就
氏
に
は
舎

利
山
観
音
院
勝
寶
寺
（
跡
）
に
関
す
る
大
変
貴
重
な
資
料
「
舎
利
蔵
村
縁
起
ノ
写
シ
」（
宝
永
二
年
版
）、
及
び
祥
雲
寺
総
代
で
家
系
六
百
年
を
誇
る

五
四



水
上
家
当
主
の
地
域
活
動
資
料
を
提
供
し
て
頂
き
合
わ
せ
て
非
常
に
貴
重
な
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
皆
様
に
深
甚
の
謝
意
を
あ
ら
わ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
註
】

（
１
）
井
上
隆
三
郎
『
健
保
の
源
流
―
筑
前
宗
像
の
定
礼
』、
西
日
本
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、
二
七
〇
頁
。

（
２
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
七
〇
〜
七
一
頁
。
異
説
が
あ
り
井
上
は
考
証
し
て
い
る
が
本
稿
で
は
詳
細
は
割
愛
す
る
。

（
３
）
二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
四
日
に
津
屋
崎
町
と
合
併
し
、
福
津
市
と
な
っ
た
。

（
４
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

通
史
編
』、
福
間
町
（
現
福
岡
県
福
津
市
）、
平
成
十
二
年
、
一
〇
七
八
頁
。

（
５
）『
広
辞
苑
』、
岩
波
書
店
、
平
成
二
〇
年
、
第
六
版
、「
こ
も
り
【
隠
・
籠
り
】」
の
項
。

（
６
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
二
七
〇
頁
。

（
７
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
二
七
〇
頁
。

（
８
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
七
〇
〜
七
一
頁
。

（
９
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
七
〇
〜
七
一
頁
。

（
10
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
七
九
頁
。

（
11
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
八
三
頁
。

（
12
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
九
五
〜
一
〇
五
頁
。

（
13
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

（
14
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

（
15
）「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
認
識
・
認
知
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。

（
16
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
二
六
七
頁
。

（
17
）
古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究―

筑
前
宗
像
に
お
け
る
調
査―
』、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
。

（
18
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
二
七
〇
頁
。

（
19
）『
広
辞
苑
』、
岩
波
書
店
、
平
成
二
〇
年
、
第
六
版
、「
こ
も
り
【
隠
・
籠
り
】
の
項
。

（
20
）『
広
辞
苑
』、
第
六
版
、「
籠
り
堂
」
の
項
。

（
21
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編　

四　

宮
座
関
係
資
料
』、
福
間
町
（
現　

福
岡
県
福
津
市
）、
平
成
九
年
、
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
22
）
読
売
新
聞
、
五
月
二
十
五
日
（
土
）、
朝
刊
。

五
五



（
23 

）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
七
〇
〜
七
一
頁
。「
内
務
省
が
福
岡
県
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
調
査
記
録
が
あ
る
。
此
の
調
査
で
は
、
福
岡
県
宗
像
郡
上

西
郷
村
舎
利
蔵
（
小
山
注
。
当
時
・
福
間
町
。
現
・
福
津
市
）
の
定
礼
が
、
当
時
よ
り
約
百
年
前
（
天
保
年
間
、
一
八
三
五
年
ご
ろ
）
に
始
ま

り
、
最
も
古
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
十
年
ご
ろ
の
福
岡
県
調
査
で
、「
定
礼
の
始
ま
っ
た
時
期
が
古
い
も
の
、
及
び
不
明
の
も
の
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
奇
し
く
も
宗
像
、
鞍
手
、
粕
屋
の
三
郡
の
境
に
あ
る
山
村
で
、
し
か
も
お
互
い
に
近
い
。
調
査
記
録
に
拠
っ

て
、
井
上
隆
三
郎
は
「
宗
像
郡
上
西
郷
村
内
殿　

不
明
。
宗
像
郡
上
西
郷
村
舎
利
蔵　

約
一
〇
〇
年
前
。
宗
像
郡
上
西
郷
村
本
木　

約
四
〇
〜

五
〇
年
前
。
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
・
小
原　

不
明
。
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
・
畑　

不
明
。
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
・
里　
　

不
明
。
鞍
手
郡
山
口

村
山
口
・
浅
ヶ
谷　

不
明
。
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
・
野
中　

不
明
。
…
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
一
つ
の
異
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
調
査
で

は
当
時
よ
り
四
十
〜
五
十
年
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
上
西
郷
村
本
木
（
小
山
注
。
当
時
・
福
間
町
。
現
福
津
市
）
の
定
礼
が
同
じ
時
点

で
二
百
二
十
年
も
前
の
享
保
初
年
（
一
七
一
六
）
に
始
ま
っ
た
と
す
る
説
で
あ
る
。」
と
井
上
は
記
し
て
い
る
。
井
上
は
享
保
説
に
考
証
を
加
え
、

「
不
明
」
と
あ
る
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
「
こ
の
よ
う
に
し
て
諸
記
録
を
考
察
す
れ
ば
、
宗
像
郡
上
西
郷
村
本
木
、
内

殿
、
鞍
手
郡
山
口
村
山
口
の
小
原
、
畑
、
里
、
浅
ヶ
谷
、
野
中
の
定
礼
は
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
た
舎
利
蔵
に
劣
ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

に
古
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
て
、
健
康
保
険
の
源
流
で
あ
る
定
礼
は
、
こ
れ
ら
宗
像
、
鞍
手
の
郡
境
の
山
村
の
い
ず
れ
か
か
ら
、
天
保
（
小

山
注
：
井
上
執
筆
時
点
か
ら
起
算
。
マ
マ
。「
現
在
よ
り
百
四
十
年
前
」）
年
間
の
江
戸
期
に
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

（
24 

）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編
二　

美
術
・
建
築
・
民
俗
』、
福
間
町
、
平
成
十
年
、
五
〇
二
頁
。

（
25
）
井
上
隆
三
郎
前
掲
書
、
七
〇
頁
。

（
26
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編　

一
』、
平
成
十
一
年
、
一
四
四
頁
。

（
27
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編　

一
』、
一
三
九
頁
。

（
28
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編　

一
』、
一
三
九
頁
。

（
29
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編　

一
』、
一
三
九
頁
。

（
30
）『
福
間
町
史　

資
料
編　

四　

宮
座
関
係
資
料
』、
四
十
八
頁
。

（
31
）
前
掲
『
福
間
町
史　

資
料
編　

四　

宮
座
関
係
資
料
』、
四
七
〜
四
八
頁
。

（
32 

）
資
料
で
は
「
文
正
」
と
記
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
文
政
」
だ
と
の
「
ふ
り
が
な
註
」
を
記
し
て
い
る
。（『
福
間
町
史　

資
料
編　

四
』、

四
四
二
頁
。

（
33
）
前
掲
『
福
間
町
史　

資
料
編　

四
』、
四
十
九
頁
。

（
34 

）「
舎
利
山
縁
起
」
は
宝
永
二
年
の
も
の
と
安
政
四
年
の
も
の
が
あ
る
。
宝
永
二
年
版
の
翻
刻
文
は
『
福
間
町
史　

資
料
編
二
』
に
掲
載
。
安
政

四
年
版
の
翻
刻
文
は
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

五
六



（
35 

）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

資
料
編　

二　

美
術
・
建
築
・
民
俗
』、
福
間
町
（
現　

福
岡
県
福
津
市
）、
平
成
十
年
、
五
〇
〇
〜

五
〇
二
頁
。

（
36
）
前
掲
『
福
間
町
史　

資
料
編　

四　

宮
座
関
係
資
料
』、
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
37
）
前
掲
『
福
間
町
史　

資
料
編　

四　

宮
座
関
係
資
料
』、
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
38
）『
広
辞
苑
』、「
地
域
社
会
」
の
項
。

五
七


